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12月19日（木）に開催された「認定こども園クリスマス会」の様子です。
サンタさんから園児たちへプレゼントが手渡され、キラキラした笑顔で受け取っていました。今月の表紙
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新 年
あ い さ つ

幌
延
町
長 

　
野 

々 

村
　
　
　
仁

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

輝
か
し
い
令
和
七
年
の

新
春
を
ご
健
勝
で
迎
え
ら

れ
ま
し
た
こ
と
に
心
か
ら

お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
日
頃
か
ら
町
政

の
運
営
に
対
し
、
温
か
い

ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
、

心
か
ら
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
が
一
段
落
し
た
こ

と
に
よ
り
、
神
社
祭
や
名

林
公
園
ま
つ
り
、
お
も
し

ろ
科
学
館
な
ど
町
内
で
の

イ
ベ
ン
ト
に
つ
き
ま
し
て

も
、
感
染
予
防
に
配
慮
し

な
が
ら
開
催
の
運
び
と
な

り
、
交
流
人
口
が
増
加
し
、

ま
ち
の
賑
わ
い
や
活
気
が

コ
ロ
ナ
禍
前
に
近
づ
い
て

い
る
こ
と
を
嬉
し
く
思
っ

て
お
り
ま
す
。

　

一
方
、
長
引
く
エ
ネ
ル

ギ
ー
価
格
等
の
高
騰
に
よ

り
、
商
工
業
や
基
幹
産
業

で
あ
る
酪
農
業
を
取
り
巻

く
環
境
は
依
然
と
厳
し
く
、

ま
だ
ま
だ
取
り
組
ま
な
く

て
は
い
け
な
い
課
題
が
山

積
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
課
題
に
対
応

す
る
た
め
、
道
路
や
橋
梁
、

水
道
な
ど
の
社
会
資
本
整

備
、
商
工
業
に
お
け
る
経

営
力
の
強
化
に
向
け
た
設

備
の
導
入
支
援
、
持
続
可

能
な
生
乳
・
肉
用
牛
の
生

産
維
持
に
向
け
た
農
業
機

械
設
備
等
の
更
新
支
援
、

集
落
支
援
対
策
、
地
域
公

共
交
通
対
策
、
町
民
の
暮

ら
し
や
健
康
を
守
る
施
策

な
ど
を
着
実
に
推
進
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

特
に
、
従
前
か
ら
取
り

組
ん
で
お
り
ま
す
「
小
中

一
貫
教
育
」
に
つ
い
て
は
、

幌
延
小
学
校
と
幌
延
中
学

校
を
施
設
一
体
型
の
小
中

一
貫
校
で
あ
る
義
務
教
育

学
校
の
開
校
を
目
指
し
、

令
和
六
年
度
末
ま
で
に
基

本
設
計
に
お
い
て
具
体
化

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、「
多
世
代
交
流

施
設
」
に
つ
き
ま
し
て
も
、

令
和
六
年
度
末
ま
で
に
基

本
構
想
を
策
定
す
る
こ
と

と
し
て
お
り
、
生
活
支
援

機
能
、
高
齢
者
等
の
暮
ら

し
や
活
動
を
支
え
る
た
め

の
機
能
、
防
災
機
能
を
備

え
た
拠
点
施
設
づ
く
り
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

今
年
の
干
支
は
、
乙
巳

（
き
の
と
み
）
で
す
。
こ

の
年
は
「
こ
れ
ま
で
の
努

力
や
準
備
が
実
を
結
び
始

め
る
時
期
」
を
示
唆
し
て

い
る
そ
う
で
す
。
こ
れ
ま

で
に
実
施
し
て
き
た
様
々

な
取
り
組
み
が
実
を
結
び
、

「
笑
顔
と
希
望
に
満
ち
あ

ふ
れ
る
ま
ち　

ほ
ろ
の

べ
」
の
実
現
に
向
け
て
、

着
実
に
推
進
し
て
ま
い
り

ま
す
の
で
、
引
き
続
き
皆

様
の
温
か
い
ご
支
援
と
ご

協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　

結
び
に
、
本
年
が
皆
様

に
と
っ
て
希
望
に
満
ち
た

明
る
い
一
年
と
な
り
ま
す

よ
う
ご
祈
念
申
し
上
げ
、

年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い

た
し
ま
す
。

�

令
和
七
年
元
旦

｜ほろのべの窓｜｜ほろのべの窓｜20252025  １月号  …　2 …　2



　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

令
和
七
年
の
新
春
を
迎

え
、
幌
延
町
議
会
を
代
表

し
て
謹
ん
で
新
年
の
ご
あ

い
さ
つ
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

町
民
の
皆
様
に
は
、
健

や
か
に
新
年
を
迎
え
ら
れ

た
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上

げ
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
中
は
議
会

活
動
に
対
し
、
特
段
の
ご

理
解
と
ご
支
援
を
い
た
だ

き
誠
に
有
難
く
心
よ
り
御

礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

幌
延
町
議
会
議
長 

　
西
　
澤
　
裕
　
之

　

我
が
国
の
近
年
の
情
勢

を
み
ま
す
と
、
ま
だ
ま
だ

明
る
い
話
題
が
少
な
く
、

厳
し
い
社
会
情
勢
、
経
済

情
勢
の
中
に
お
り
ま
す
。

　

国
内
の
物
価
上
昇
も
以

前
よ
り
は
落
ち
着
き
ま
し

た
が
、
依
然
値
上
げ
傾
向

は
続
い
て
お
り
ま
す
。
そ

れ
に
対
し
、
賃
上
げ
ム
ー

ド
は
高
ま
っ
て
き
ま
し
た

が
、
い
ま
だ
実
感
が
な
い

と
い
う
の
が
多
く
の
方
々

の
意
見
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

　

ま
た
、
昨
年
は
長
雨
の

影
響
に
よ
り
牧
草
の
品
質

や
集
乳
量
に
深
刻
な
影
響

が
生
じ
、
農
業
経
営
は
大

変
厳
し
い
年
で
あ
り
ま
し

た
。

　

町
議
会
と
い
た
し
ま
し

て
も
、
議
会
の
本
来
持
っ

て
い
る
、
住
民
の
代
表
と

し
て
町
の
意
思
を
決
定
す

る
と
い
う
重
要
な
責
務
の

重
さ
を
再
認
識
し
、
町
民

皆
様
の
ご
意
見
、
ご
要
望

を
町
行
政
に
反
映
す
る
よ

う
努
力
を
重
ね
る
と
共
に
、

行
政
と
協
力
し
な
が
ら
、

よ
り
良
い
ま
ち
づ
く
り
の

た
め
に
邁
進
し
て
ま
い
る

所
存
で
す
の
で
、
ど
う
ぞ
、

本
年
も
皆
様
の
ご
支
援
、

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

　

最
後
に
、
今
年
の
干
支

は
巳
（
み
）
で
す
。
蛇
は

古
く
か
ら
豊
穣
神
・
天
候

神
と
し
て
信
仰
の
対
象
と

さ
れ
て
き
ま
し
た
。
脱
皮

を
す
る
蛇
は
「
復
活
と
再

生
」
を
連
想
し
、
植
物
に

種
子
が
で
き
は
じ
め
る
時

期
、
次
の
生
命
が
誕
生
す

る
時
期
な
ど
、
新
し
い
こ

と
が
始
ま
る
年
に
な
る
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
町
民

皆
様
に
と
っ
て
、
本
年
が

明
る
く
希
望
に
満
ち
た
年

で
あ
り
ま
す
よ
う
お
祈
り

申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、

ご
健
康
と
ご
多
幸
を
祈
念

し
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

�

令
和
七
年
元
旦
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問
寒
別
小
学
校
５
年
生

2025 年の抱負を聞きました
巳年生まれ大集合！ 2025年は「巳年」です。

今回の特集では、幌延小学校・問寒別小学校の巳年生まれの児童の皆さんに
新年の抱負を聞きました。

お
が
わ
　
　
み
　
り

小  

川
　
望  

梨 

さ
ん

勉強と健康を大切にする１年にしたい。

な
か
じ
ま
　
ゆ
う
だ
い

中  

島
　
侑  

大 
さ
ん

勉強と運動を頑張りたい。

せ
き
ど
　
　
れ
　
ん

關  

戸
　
廉  

生 

さ
ん

　様々なことにチャレンジしたい。特に６年生にな
ると、色々な行事があるため、チャレンジしてい
きたい。

ま
え
だ
　
　
ゆ
ず
は

前  

田  

柚
子
巴 

さ
ん

・下級生の見本となるような上級生になりたい。
・中学生に向けて家庭学習の量を増やす。
・意見をたくさん出せるようにする。

さ
た
け
　
　
あ
　
り

佐  

竹
　
杏  

莉 

さ
ん

・スキーを上手に滑れるようになりたい。
・漢字を覚えられるようになりたい。
・忘れ物やなくし物を減らしたい。

も
ん
で
ん
　
り
　
か

門  

田
　
璃  

佳 

さ
ん

中学校に入学するまでに、
家庭学習に取り組む。

あ
き
や
ま
　
せ
い
か

秋  

山
　
星  

華 

さ
ん

中学生になるまでに、家庭学習時間を
多くして、勉強に取り組む。

か
ね
た
　  

こ
う
せ
い

金  

田
　
光  

生 

さ
ん

中学校に入学したら、勉強をもっと
頑張りたい。

か
と
う
　
　
あ
お
い

加  

藤
　
葵  

彩 

さ
ん

部活と勉強を頑張って
中学校生活を楽しむ！

な
が
や
ま
　
お
う
き

長  

山
　
旺  

生 

さ
ん

中学校に入学しても、
勉強をあきらめないで頑張る。

た
か
ぎ
　
　
り
り
こ

髙  

木  

莉
理
子 

さ
ん

・もっと足が速くなりたい。
・ピアノでもっと曲を弾けるようになりたい。

は
や
さ
か
　
あ
や
み

早  

坂
　
彩  

海 

さ
ん

・5年生がもうすぐで終わってしまうので、たくさん楽しみ
たい。
・どんどん難しくなっていく勉強をできるように頑張りたい。
・これからも友だちを大切にして仲良くしていきたい。

や
　
の
　
　
あ
ん
じ
ゅ

矢  

野
　
杏  

珠 

さ
ん

元気で、けがのない１年にしたい。

て
ら
も
と
　
ゆ
う
し
ん

寺  

本
　
佑  

心 

さ
ん

野球を頑張りたい。

と
が
し
　
　
あ
ん
な

富  

樫
　
杏  

奈 

さ
ん

・幌延小学校のリーダーとして、低学年のお手本
として頑張りたい！

・２０２５年は今年よりも平和になりますように！

わ
た
な
べ
　
さ
　
わ

渡  

邊
　
咲  

羽 

さ
ん

勉強に励み、健康な１年にしたい。

た
か
は
し
　
よ
う
か

髙  

橋
　
陽  

花 

さ
ん

元気で、健康な１年にしたい。

か
ね
こ
　
　
え
い
と

金  

子
　
詠  

星 

さ
ん

カルタで全道大会に行くこと。

ふ
じ
か
ど
　
も
も
か

藤  

門
　
桃  

佳 

さ
ん

・新１年生に頼りにされるように頑張る。
・苦手なことを減らして、楽しい１年になるように
頑張る！

す
が
の
　
　
あ
や
か

菅  

野
　
彩  

圭 

さ
ん

・しっかりと挨拶することを頑張りたい。・目標は、家庭学習を毎日2ページできるように
なること。

す
ぎ
も
と
　
り
　
な

杉  

本
　
理  

愛 

さ
ん

・学校のリーダーとして頑張りたい。
・苦手なことにチャレンジする。

い
な
が
き
　
し
ゅ
か

稻  
垣
　
珠  

可 

さ
ん

幌
延
小
学
校
５
年
生

幌
延
小
学
校
５
年
生

幌
延
小
学
校
５
年
生

問
寒
別
小
学
校
５
年
生

問
寒
別
小
学
校
５
年
生

幌
延
小
学
校
６
年
生

幌
延
小
学
校
６
年
生

幌
延
小
学
校
６
年
生

幌
延
小
学
校
６
年
生

幌
延
小
学
校
６
年
生

問
寒
別
小
学
校
６
年
生

幌
延
小
学
校
５
年
生

幌
延
小
学
校
５
年
生

幌
延
小
学
校
５
年
生

幌
延
小
学
校
５
年
生

幌
延
小
学
校
５
年
生

幌
延
小
学
校
５
年
生

幌
延
小
学
校
５
年
生

幌
延
小
学
校
５
年
生

幌
延
小
学
校
５
年
生

幌
延
小
学
校
５
年
生

幌
延
小
学
校
５
年
生

・勉強の中でも特に算数を頑張りたい。
・学校の先生や近所の人に挨拶するのを頑張りた
い。
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問
寒
別
小
学
校
５
年
生

2025 年の抱負を聞きました
巳年生まれ大集合！ 2025年は「巳年」です。

今回の特集では、幌延小学校・問寒別小学校の巳年生まれの児童の皆さんに
新年の抱負を聞きました。

お
が
わ
　
　
み
　
り

小  

川
　
望  

梨 

さ
ん

勉強と健康を大切にする１年にしたい。

な
か
じ
ま
　
ゆ
う
だ
い

中  

島
　
侑  

大 

さ
ん

勉強と運動を頑張りたい。

せ
き
ど
　
　
れ
　
ん

關  

戸
　
廉  

生 

さ
ん

　様々なことにチャレンジしたい。特に６年生にな
ると、色々な行事があるため、チャレンジしてい
きたい。

ま
え
だ
　
　
ゆ
ず
は

前  

田  

柚
子
巴 

さ
ん

・下級生の見本となるような上級生になりたい。
・中学生に向けて家庭学習の量を増やす。
・意見をたくさん出せるようにする。

さ
た
け
　
　
あ
　
り

佐  

竹
　
杏  

莉 

さ
ん

・スキーを上手に滑れるようになりたい。
・漢字を覚えられるようになりたい。
・忘れ物やなくし物を減らしたい。

も
ん
で
ん
　
り
　
か

門  

田
　
璃  

佳 

さ
ん

中学校に入学するまでに、
家庭学習に取り組む。

あ
き
や
ま
　
せ
い
か

秋  

山
　
星  

華 

さ
ん

中学生になるまでに、家庭学習時間を
多くして、勉強に取り組む。

か
ね
た
　  

こ
う
せ
い

金  

田
　
光  

生 

さ
ん

中学校に入学したら、勉強をもっと
頑張りたい。

か
と
う
　
　
あ
お
い

加  

藤
　
葵  

彩 

さ
ん

部活と勉強を頑張って
中学校生活を楽しむ！

な
が
や
ま
　
お
う
き

長  

山
　
旺  

生 

さ
ん

中学校に入学しても、
勉強をあきらめないで頑張る。

た
か
ぎ
　
　
り
り
こ

髙  

木  

莉
理
子 

さ
ん

・もっと足が速くなりたい。
・ピアノでもっと曲を弾けるようになりたい。

は
や
さ
か
　
あ
や
み

早  

坂
　
彩  

海 

さ
ん

・5年生がもうすぐで終わってしまうので、たくさん楽しみ
たい。
・どんどん難しくなっていく勉強をできるように頑張りたい。
・これからも友だちを大切にして仲良くしていきたい。

や
　
の
　
　
あ
ん
じ
ゅ

矢  

野
　
杏  

珠 

さ
ん

元気で、けがのない１年にしたい。

て
ら
も
と
　
ゆ
う
し
ん

寺  

本
　
佑  

心 

さ
ん

野球を頑張りたい。

と
が
し
　
　
あ
ん
な

富  

樫
　
杏  

奈 

さ
ん

・幌延小学校のリーダーとして、低学年のお手本
として頑張りたい！

・２０２５年は今年よりも平和になりますように！

わ
た
な
べ
　
さ
　
わ

渡  

邊
　
咲  

羽 

さ
ん

勉強に励み、健康な１年にしたい。

た
か
は
し
　
よ
う
か

髙  

橋
　
陽  

花 

さ
ん

元気で、健康な１年にしたい。

か
ね
こ
　
　
え
い
と

金  

子
　
詠  

星 

さ
ん

カルタで全道大会に行くこと。

ふ
じ
か
ど
　
も
も
か

藤  

門
　
桃  

佳 

さ
ん

・新１年生に頼りにされるように頑張る。
・苦手なことを減らして、楽しい１年になるように
頑張る！

す
が
の
　
　
あ
や
か

菅  

野
　
彩  

圭 

さ
ん

・しっかりと挨拶することを頑張りたい。・目標は、家庭学習を毎日2ページできるように
なること。

す
ぎ
も
と
　
り
　
な

杉  

本
　
理  

愛 

さ
ん

・学校のリーダーとして頑張りたい。
・苦手なことにチャレンジする。

い
な
が
き
　
し
ゅ
か

稻  

垣
　
珠  

可 

さ
ん

幌
延
小
学
校
５
年
生

幌
延
小
学
校
５
年
生

幌
延
小
学
校
５
年
生

問
寒
別
小
学
校
５
年
生

問
寒
別
小
学
校
５
年
生

幌
延
小
学
校
６
年
生

幌
延
小
学
校
６
年
生

幌
延
小
学
校
６
年
生

幌
延
小
学
校
６
年
生

幌
延
小
学
校
６
年
生

問
寒
別
小
学
校
６
年
生

幌
延
小
学
校
５
年
生

幌
延
小
学
校
５
年
生

幌
延
小
学
校
５
年
生

幌
延
小
学
校
５
年
生

幌
延
小
学
校
５
年
生

幌
延
小
学
校
５
年
生

幌
延
小
学
校
５
年
生

幌
延
小
学
校
５
年
生

幌
延
小
学
校
５
年
生

幌
延
小
学
校
５
年
生

幌
延
小
学
校
５
年
生

・勉強の中でも特に算数を頑張りたい。
・学校の先生や近所の人に挨拶するのを頑張りた
い。
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幌
延
町

町　
　
　
長　
野
々
村　
仁

副　
町　
長　
岩
川　
実
樹

総
務
企
画
課
長　

早
坂　
　
敦

総
務
企
画
課
参
事　

山
本　
基
継

住
民
生
活
課
長　

村
上　
貴
紀

保
健
福
祉
課
長　

島
田　
幸
司

産
業
建
設
課
長　

角
山　
隆
一

幌
延
町
国
民
健
康
保
険
診
療
所

所　
　
　
長　
田
川　
豊
秋

事　
務　
長　
古
草　
　
勝

幌
延
町
議
会

議　
　
　
長　
西
澤　
裕
之

副　
議　
長　
齋
賀　
弘
孝

議　
　
　
員　
植
村　
　
敦

　
　
　
　
　
　
佐
藤　
忠
志

　
　
　
　
　
　
高
橋　
秀
明

　
　
　
　
　
　
高
橋　
秀
之

　
　
　
　
　
　
深
澤　
博
幸

　
　
　
　
　
　
無
量
谷　
隆

事
務
局
長　
岡
田　
英
樹

幌
延
町
教
育
委
員
会

教　
育　
長　
青
木　
順
一

教
育
長
職
務
代
理　
澤
谷　
敦
美

教
育
委
員　
佐
藤　
友
子

　
　
　
　
　
　
堀　
　
英
夫

　
　
　
　
　
　
前
田　
雅
信

教
育
次
長　
伊
藤　
一
男

幌
延
町
選
挙
管
理
委
員
会

委　
員　
長　
横
尾　
　
明

委　
　
　
員　
遠
藤
ひ
か
り

　
　
　
　
　
　
瀨
戸　
浩
行

　
　
　
　
　
　
三
好　
和
夫

事
務
局
長　
早
坂　
　
敦

幌
延
町
農
業
委
員
会

会　
　
　
長　
小
島　
和
博

委　
　
　
員　
足
達　
純
也

　
　
　
　
　
　
佐
藤　
浩
幸

　
　

	
　
　
藤
井　
孝
之

　
　
　
　
　
　
皆
川　
良
雄

　
　
　
　
　
　
無
量
谷　
隆

　
　
　
　
　
　
無
量
谷　
稔

　
　
　
　
　
　
横
山　
　
仁

事
務
局
長　
角
山　
隆
一

幌
延
町
監
査
委
員

代
表
監
査
委
員　

成
田　
義
弘

委　
　
　
　
員　

植
村　
　
敦

幌
延
町
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

委　
員　
長　
大
平　
昌
司

委　
　
　
員　
成
田　
義
弘

　
糠　
　
則
明

北
留
萌
消
防
組
合

幌
延
町
消
防
団

団　
　
　
長　
松
永　
継
男

副　
団　
長　
佐
藤　
寿
史

副　
団　
長　
森
崎　
英
典

消
防
署
幌
延
支
署

支　
署　
長　
小
川　
英
樹

西
天
北
五
町
衛
生
施
設
組
合

事　
務　
長　
戸
川　
誠
二

　
　
　
　
　
他　
職
員
一
同

（
町
・
行
政
機
関
に
つ
い
て
記
載
）

（
議
員・委
員
に
つ
い
て
は
五
十
音
順
）

謹 賀 新 年
本年もよろしく
　　お願いいたします

幌 延 町 民 憲 章
　わたくしたちは、悠久の大河天塩川と広大な平
野、豊かな森林に恵まれ、北の大自然と共に生き
る幌延の町民です。
　北緯45度の厳しい風雪に耐えて、郷土の礎を築
いた先人たちの労苦に感謝するとともに、その意
思を受け継ぎ、この町に生きることに誇りと喜び
をもって、未来につなぐまちをつくるために、こ
の町民憲章を定めます。

１　共に支え合い、未来に夢をもち、住みよい協
働のまちをつくります

１　働くことに誇りをもち、地域資源を活かした、
活力あるまちをつくります

１　生命（いのち）を尊び、人を愛し、笑顔あふれ
るまちをつくります

１　心身を鍛え、文化の香り高い、いきがいと希
望に満ちたまちをつくります

１　自然の恵みに感謝し、美しい自然環境を守り、
人に優しいまちをつくります

｜ほろのべの窓｜｜ほろのべの窓｜20252025  １月号  …　6 …　6



号
）

　

収
益
的
支
出
で
は
、
人
件
費

の
精
査
な
ど
に
よ
る
増
で
、
資

本
的
支
出
で
は
配
水
及
び
給
水

設
備
建
設
改
良
費
等
の
精
査
な

ど
に
よ
る
減
額
補
正
で
す
。

▼
議
案
第
９
号

　
令
和
６
年
度
幌
延
町
下
水
道

事
業
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

　

収
益
的
支
出
で
は
、
人
件
費

及
び
事
業
の
精
査
な
ど
、
資
本

的
支
出
で
は
管
渠
建
設
改
良
費

等
の
事
業
の
精
査
に
よ
る
減
額

補
正
で
す
。

行 

政 

報 

告

・
幌
延
町
表
彰
式
に
つ
い
て

・
幌
延
町
交
流
拠
点
基
本
構
想

に
つ
い
て

教
育
行
政
報
告

　

学
校
教
育
及
び
社
会
教
育
の

概
要
に
つ
い
て

一 

般 

質 

問

深
澤
　
博
幸
議
員

・
郷
土
資
料
館
の
設
置
、
管
理

運
営
に
つ
い
て

齋
賀
　
弘
孝
議
員

・
問
寒
別
小
中
学
校
に
つ
い
て

・
問
寒
別
小
中
学
校
オ
ン
ラ
イ

ン
授
業
の
環
境
に
つ
い
て

佐
藤
　
忠
志
議
員

・
幌
延
町
空
家
等
の
対
策
状
況

に
つ
い
て

　

第
６
回
幌
延
町
議
会
（
定
例

会
）
は
12
月
10
日
に
開
会
さ
れ
、

報
告
１
件
、
承
認
１
件
、
議
案

９
件
を
原
案
ど
お
り
可
決
し
、

同
日
に
閉
会
し
ま
し
た
。

　

議
決
さ
れ
た
案
件
は
次
の
と

お
り
で
す
。

▼
報
告
第
１
号

　
専
決
処
分
の
報
告
に
つ
い
て

　
（
公
営
住
宅
宮
園
団
地
１
号

棟
改
修
工
事
請
負
契
約
の
変
更
）

　

令
和
６
年
度
第
４
回
幌
延
町

議
会
臨
時
会
で
議
決
を
経
た
工

事
請
負
契
約
の
契
約
金
額
５
４

７
８
万
円
を
５
６
０
７
万
８
千

円
に
変
更
し
ま
し
た
。

▼
承
認
第
１
号

　
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る

こ
と
に
つ
い
て

（
令
和
６
年
度
幌
延
町
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
４
号
））

　

衆
議
院
の
解
散
に
伴
い
、
10

月
27
日
に
執
行
さ
れ
た
衆
議
院

議
員
総
選
挙
の
投
・
開
票
事
務

等
に
係
る
補
正
予
算
の
専
決
処

分
で
す
。

▼
議
案
第
１
号

　
幌
延
町
職
員
の
特
殊
勤
務
手

当
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　

幌
延
町
国
民
健
康
保
険
診
療

所
に
勤
務
す
る
看
護
師
が
、
救

急
業
務
等
に
備
え
、
夜
間
や
休

日
に
自
宅
で
待
機
す
る
際
に
支

給
す
る
特
殊
勤
務
手
当
に
つ
い

て
、
そ
の
支
給
方
法
と
額
を
改

正
し
ま
し
た
。

▼
議
案
第
２
号

　

幌
延
町
の
特
定
の
事
務
を
取

り
扱
う
郵
便
局
の
指
定
に
つ
い

て
　

地
方
公
共
団
体
の
特
定
の
事

務
の
郵
便
局
に
お
け
る
取
扱
い

に
関
す
る
法
律
に
基
づ
き
、
個

人
番
号
カ
ー
ド
用
署
名
用
電
子

証
明
書
及
び
個
人
番
号
カ
ー
ド

用
利
用
者
証
明
用
電
子
証
明
書

の
発
行
、
更
新
に
関
す
る
事
務

を
取
り
扱
う
郵
便
局
と
し
て
、

幌
延
郵
便
局
及
び
問
寒
別
郵
便

局
を
指
定
し
ま
し
た
。

▼
議
案
第
３
号

　

令
和
６
年
度
幌
延
町
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
５
号
）

　

主
な
補
正
の
内
容
は
、
職
員

の
人
事
異
動
及
び
人
事
院
勧
告

に
伴
う
人
件
費
の
精
査
、
各
事

業
の
決
算
見
込
み
の
精
査
の
ほ

か
、
幌
延
町
農
作
物
等
収
量
減

少
緊
急
支
援
事
業
４
，
７
２
０

万
円
及
び
幌
延
町
民
プ
ー
ル
補

修
事
業
１
，
６
０
４
万
９
千
円

の
新
規
計
上
に
よ
り
一
般
会
計

全
体
で
９
，
７
２
７
万
４
千
円

の
減
額
補
正
で
す
。

▼
議
案
第
４
号

　

令
和
６
年
度
幌
延
町
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

１
号
）

　

人
件
費
の
精
査
及
び
決
算
見

込
み
の
精
査
の
ほ
か
、
一
般
被

保
険
者
療
養
費
、
出
産
育
児
一

時
金
の
増
な
ど
に
よ
る
増
額
補

正
で
す
。

▼
議
案
第
５
号

　

令
和
６
年
度
幌
延
町
国
民
健

康
保
険
診
療
所
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
３
号
）

　

人
件
費
の
精
査
及
び
決
算
見

込
み
精
査
の
ほ
か
、
診
療
情
報

シ
ス
テ
ム
整
備
事
業
の
増
、
医

師
業
務
強
化
費
の
増
な
ど
に
よ

る
増
額
補
正
で
す
。

▼
議
案
第
６
号

　

令
和
６
年
度
幌
延
町
後
期
高

齢
者
医
療
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

　

後
期
高
齢
者
医
療
シ
ス
テ
ム

標
準
化
対
応
業
務
及
び
後
期
高

齢
者
医
療
広
域
連
合
納
付
金
の

減
に
よ
る
減
額
補
正
で
す
。

▼
議
案
第
７
号

　

令
和
６
年
度
幌
延
町
介
護
保

険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２

号
）

　

人
件
費
の
精
査
の
ほ
か
、
介

護
保
険
シ
ス
テ
ム
標
準
化
対
応

業
務
の
減
に
よ
る
減
額
補
正
で

す
。

▼
議
案
第
８
号

　
令
和
６
年
度
幌
延
町
簡
易
水

道
事
業
会
計
補
正
予
算
（
第
１

第
７
回

幌
延
町
議
会

（
定
例
会
）

第
6
回

幌
延
町
議
会

（
定
例
会
）

議案第3～ 9号� （単位：千円）
会　　計　　名 補正前 補正額 補正後

一 般 会 計 6,311,754 -97,274 6,214,480

国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 353,113 4,579 357,692

国民健康保険診療所特別会計 653,544 3,122 656,666

後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計 61,687 -7,889 53,798

介 護 保 険
特 別 会 計

保 険 事 業 勘 定 260,408 -12,856 247,552
介 護 サ ー ビ ス
事 業 勘 定 9,975 299 10,274

簡易水道事
業 会 計

収 入 157,570 -1,655 155,865

支 出 75,035 -84 174,951

下水道事業
会 計

収 入 456,330 -13,360 442,970

支 出 479,333 -13,360 465,973
※一般会計補正前金額については、令和6年10月9日に専決処分した幌
延町一般会計補正予算（第4号）の額	
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ほろのべ議会だより 第136号 ほろのべ議会だより 第136号 

北緯45度のまち 第136号
●発行
●編集
●電話
●FAX

北海道幌延町議会

01632-5-1111
01632-5-2971

議会報編集委員会

大野 瑠歌さん

　
　
　
　
幌
延
町
は
、
人
口
減

少
が
進
む
中
、
魅
力
的
な
町
を

つ
く
る
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま

す
。
例
え
ば
、
カ
フ
ェ
を
作
っ

た
ら
ど
う
で
し
ょ
う
か
。
ア
イ

ス
ク
リ
ー
ム
や
期
間
限
定
な
ど

の
メ
ニ
ュ
ー
を
作
っ
て
み
て
は

ど
う
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
現
在
、
町
で
検
討
し

て
い
る
施
設
は
カ
フ
ェ
で
は
な

く
、
小
さ
な
子
供
か
ら
お
年
寄

り
ま
で
誰
も
が
気
軽
に
立
ち
寄

っ
て
利
用
で
き
る
多
世
代
交
流

施
設
で
す
。
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム

や
期
間
限
定
商
品
の
提
供
と
い

う
ア
イ
デ
ア
は
、
町
民
の
方
々

が
楽
し
め
る
町
と
し
て
拠
点
構

想
の
コ
ン
セ
プ
ト
に
合
致
す
る

内
容
だ
と
思
い
ま
す
の
で
、
施

設
を
整
備
し
て
い
く
上
で
参
考

に
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

質　
問

答　
弁

幌延町こども議会開催
　平成２８年度に幌延町の未来を担う幌延っ子に「町づくりや町議会の仕組みを理解し、身近に感じて
ほしい」、「普段はできない町への意見や提言を通し、大人と一緒にまちづくりを考えるきっかけに
してほしい」という思いを込めて始まった幌延町こども議会も、本年度で９回目の開催となりました。
　こども議会では、幌延中学校の３年生１８名が学校の授業や聞き取りから得た知識や情報を使った提
案や鋭い意見など幌延町のことを真剣に考え、幌延町議会のように一般質問形式で、町長に質問しま
した。
　こども議会は、前半が門田朱莉さん、後半に梶浦桃名さんが議長を務めました。また、問寒別小学
校５・６年生と幌延小学校６年生も３年後の自分たち姿を重ね、真剣に町長とこども議員のやり取り
を傍聴していました。
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た
い
と
思
い
ま
す
。

小川　柚子さん

　
　
　
　
こ
ざ
く
ら
荘
の
職
員

数
が
少
な
い
と
感
じ
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
こ
ざ
く
ら
荘
で
働
き

た
い
と
い
う
人
を
増
や
す
た
め

に
、
職
員
の
賃
金
を
上
げ
る
べ

き
と
思
い
ま
す
が
、
町
と
し
て
、

こ
ざ
く
ら
荘
の
人
手
不
足
を
ど

う
考
え
て
い
る
か
教
え
て
く
だ

さ
い
。

　
　
　
　
介
護
保
険
法
で
は
、

介
護
施
設
の
利
用
者
数
に
対
し

て
、
人
員
配
置
基
準
が
定
め
ら

れ
て
お
り
、
こ
ざ
く
ら
荘
の
規

模
で
は
２
０
．
９
名
が
配
置
基

準
と
な
り
ま
す
。
こ
の
基
準
に

対
し
、
現
在
の
職
員
数
は
、
２

５
．
６
名
と
基
準
を
上
回
っ
て

い
ま
す
。
法
律
上
の
基
準
を
満

た
し
て
い
る
か
ら
問
題
な
い
と

い
う
こ
と
で
は
な
く
、
多
く
の

方
に
働
い
て
い
た
だ
け
る
こ
と

質　
問

答　
弁

で
、
職
員
の
負
担
軽
減
、
利
用

者
の
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
つ
な

が
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
こ
ざ

く
ら
荘
を
利
用
さ
れ
て
い
る
方

々
へ
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
が
、
人

材
不
足
な
ど
を
理
由
に
低
下
し

な
い
よ
う
人
材
の
確
保
や
職
員

の
負
担
軽
減
な
ど
働
き
や
す
い

環
境
整
備
に
つ
い
て
、
関
係
機

関
と
協
議
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

奥山　友貴 君

　
　
　
　
幌
延
深
地
層
研
究
セ

ン
タ
ー
の
研
究
終
了
後
の
ゆ
め

地
創
館
や
国
際
交
流
施
設
な
ど

は
ど
う
な
る
の
か
伺
い
ま
す
。

ま
た
、
施
設
の
職
員
が
い
な
く

な
る
こ
と
に
対
す
る
対
策
は
考

え
て
い
ま
す
か
。

　
　
　
　
三
者
協
定
で
は
、
研

究
終
了
後
に
、
地
下
施
設
は
埋

め
戻
す
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ゆ
め
地
創
館
や
国
際
交
流
施
設

質　
問

答　
弁

だ
と
思
い
ま
す
。
Ｊ
Ｒ
を
取
り

巻
く
状
況
は
非
常
に
厳
し
い
も

の
が
あ
り
ま
す
の
で
、
今
後
の

推
移
を
見
守
り
な
が
ら
、
町
と

し
て
で
き
る
こ
と
を
考
え
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

岸　寿羽さん

　
　
　
　
高
校
へ
進
学
す
る
上

で
、
交
通
費
や
下
宿
代
な
ど
の

補
助
を
し
て
み
て
は
ど
う
で
し

ょ
う
か
。

　
　
　
　
経
済
的
な
負
担
が
進

学
先
を
選
択
す
る
理
由
の
一
つ

と
な
ら
な
い
よ
う
、
基
準
を
設

け
て
助
成
や
給
付
を
行
う
こ
と

は
検
討
に
値
す
る
こ
と
だ
と
思

い
ま
す
。
た
だ
、
税
金
を
使
っ

て
助
成
を
す
る
以
上
、
不
公
平

が
あ
っ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
幌

延
町
の
未
来
を
担
う
優
秀
な
人

材
育
成
の
た
め
に
必
要
な
施
策

の
一
つ
だ
と
考
え
ま
す
の
で
、

今
後
、
関
係
各
所
と
協
議
の
上
、

質　
問

答　
弁

は
、
協
定
に
該
当
し
ま
せ
ん
の

で
、
活
用
方
法
を
検
討
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
関
連
職
員
も

い
な
く
な
り
、
人
口
が
減
り
、

町
内
消
費
も
落
ち
込
み
ま
す
。

今
後
に
向
け
て
検
討
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
　

梶浦　桃名さん

　
　
　
　
秘
境
駅
で
の
イ
ベ
ン

ト
の
開
催
に
よ
り
、
観
光
客
が

増
え
幌
延
町
の
活
性
化
に
つ
な

が
る
と
思
い
ま
す
。
秘
境
駅
や

町
内
各
所
を
巡
る
ス
タ
ン
プ
ラ

リ
ー
を
実
施
し
、
景
品
に
、
特

産
品
な
ど
を
活
用
す
れ
ば
、
来

町
者
が
増
え
、
移
住
も
検
討
し

て
く
れ
る
の
で
は
と
考
え
ま
し

た
。
鉄
道
系
資
産
を
幌
延
町
の

魅
力
と
す
る
こ
と
を
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
ま
す
か
。

　
　
　
　
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
は
、

秘
境
駅
や
観
光
名
所
を
巡
っ
て

い
た
だ
く
方
法
と
し
て
合
理
的

質　
問

答　
弁

岡田　実久さん

　
　
　
　
私
達
が
使
う
通
学
路

は
冬
に
な
る
と
暗
く
な
っ
て
怖

い
で
す
。
暗
い
と
よ
く
見
え
な

い
た
め
滑
っ
て
怪
我
を
す
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
特
に
暗
い
と

感
じ
る
場
所
は
、
北
電
の
前
や

診
療
所
近
く
の
踏
切
、
名
林
公

園
の
周
辺
な
ど
で
す
。
そ
こ
で
、

街
灯
を
増
や
す
こ
と
は
で
き
な

い
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
北
電
前
は
、
平
成
29

年
の
こ
ど
も
議
会
で
も
ご
指
摘

を
い
た
だ
い
た
の
で
、
そ
の
対

応
と
し
て
、
街
路
灯
の
設
置
で

は
な
く
、
沿
線
事
業
所
へ
玄
関

等
の
電
気
の
点
灯
を
お
願
い
し

照
度
を
確
保
し
ま
し
た
。
ま
た
、

診
療
所
近
く
の
踏
切
は
、
既
設

の
街
路
灯
の
向
き
を
調
整
し
、

照
度
を
確
保
し
ま
し
た
。
た
だ
、

名
林
公
園
の
周
辺
は
、
現
地
を

確
認
の
上
、
関
係
機
関
と
も
協

議
し
、
検
討
さ
せ
て
い
た
だ
き

質　
問

答　
弁
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前
向
き
に
検
討
を
進
め
た
い
と

思
い
ま
す
。

佐々木 皓琥 君

　
　
　
　
幌
延
の
特
産
品
が
少

な
い
と
思
い
ま
す
。
合
鴨
肉
や

お
酒
、
ト
ナ
カ
イ
ソ
ー
セ
ー
ジ

な
ど
子
供
向
け
で
は
な
い
の
で
、

お
土
産
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
。
ブ
ル
ー
ポ
ピ
ー
を
イ

メ
ー
ジ
し
た
青
い
ソ
フ
ト
ド
リ

ン
ク
を
作
り
、
花
言
葉
で
あ
る

『
恋
の
予
感
』
な
ど
を
利
用
し

て
興
味
を
持
っ
て
く
れ
た
観
光

客
が
買
っ
て
く
れ
た
ら
、
幌
延

も
知
っ
て
も
ら
え
て
、
子
供
た

ち
も
楽
し
め
る
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
手
軽
な
お
土
産
品
の

開
発
は
、
町
の
課
題
だ
と
私
も

感
じ
て
い
ま
す
。
提
案
し
て
く

れ
た
ブ
ル
ー
ポ
ピ
ー
を
イ
メ
ー

ジ
し
た
飲
料
は
良
い
ア
イ
デ
ア

だ
と
思
い
ま
す
。
ブ
ル
ー
ポ
ピ

ー
の
花
言
葉
で
あ
る
恋
の
予
感

質　
問

答　
弁

を
コ
ン
セ
プ
ト
に
す
れ
ば
、
た

く
さ
ん
の
人
に
愛
さ
れ
る
商
品

に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
の
で
、
今
後
の
商
品
開
発

の
参
考
と
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。

佐藤　楓さん

　
　
　
　
登
下
校
し
て
い
る
と

き
に
、
歩
道
や
道
路
に
ゴ
ミ
が

落
ち
て
い
る
の
を
見
か
け
ま
す
。

そ
こ
で
公
園
や
公
共
施
設
の
近

く
に
ゴ
ミ
箱
を
設
置
す
る
と
良

い
と
思
い
ま
す
。
町
が
綺
麗
に

な
り
観
光
客
に
も
い
い
印
象
を

与
え
ら
れ
る
と
考
え
ま
す
。

　
　
　
　
環
境
美
化
へ
の
考
え

は
、
大
変
す
ば
ら
し
い
と
思
い

ま
す
。
た
だ
、
ゴ
ミ
箱
の
設
置

に
つ
い
て
は
、
ご
自
身
で
持
ち

帰
っ
て
い
た
だ
く
方
針
に
変
わ

り
あ
り
ま
せ
ん
。
ゴ
ミ
の
分
別

方
法
に
よ
り
対
応
い
た
だ
く
こ

と
が
難
し
く
、
危
険
物
の
投
棄

や
ゴ
ミ
と
し
て
収
集
で
き
な
い

質　
問

答　
弁

物
へ
の
対
応
も
必
要
と
な
り
ま

す
。
滞
在
時
間
が
長
く
、
食
事

な
ど
で
ゴ
ミ
が
出
る
頻
度
の
高

い
キ
ャ
ン
プ
場
に
つ
い
て
は
、

予
約
受
付
時
に
、
ゴ
ミ
の
持
ち

帰
り
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

島田　力輝 君

　
　
　
　
幌
延
町
で
安
心
生
産

農
園
の
他
に
高
等
養
護
学
校
を

卒
業
し
た
人
が
仕
事
に
就
け
る

と
こ
ろ
は
あ
り
ま
す
か
。
パ
ソ

コ
ン
を
使
っ
た
仕
事
が
で
き
る

と
こ
ろ
は
あ
り
ま
す
か
。
い
ろ

い
ろ
な
仕
事
の
中
か
ら
、
自
分

が
や
り
た
い
仕
事
を
選
べ
る
よ

う
な
町
に
し
て
ほ
し
い
で
す
。

　
　
　
　
現
在
、
高
等
養
護
学

校
を
卒
業
し
た
方
の
町
内
で
の

就
職
先
は
、
数
か
所
あ
り
ま
す

が
、
島
田
さ
ん
が
希
望
す
る
パ

ソ
コ
ン
を
使
っ
た
仕
事
を
し
て

い
る
方
は
い
ま
せ
ん
。
障
が
い

の
あ
る
方
が
働
く
場
を
得
る
こ

質　
問

答　
弁

ま
す
。

　
　
　
　
幌
延
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン

タ
ー
で
は
、
湿
原
の
成
り
立
ち

や
そ
こ
に
生
息
す
る
野
鳥
や
渡

り
鳥
、
多
種
多
様
で
個
性
的
な

動
植
物
の
生
態
を
紹
介
し
て
お

り
、
自
然
の
景
色
を
楽
し
む
こ

と
の
で
き
る
木
道
で
は
、
草
花

の
知
識
を
得
な
が
ら
サ
ロ
ベ
ツ

湿
原
の
自
然
を
体
感
で
き
る
場

所
で
、
毎
年
４
万
人
ほ
ど
の
方

が
訪
れ
て
い
ま
す
。

　
今
年
は
、
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ

ー
を
含
む
サ
ロ
ベ
ツ
原
野
が
国

立
公
園
指
定
50
周
年
の
節
目
の

年
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
町
で
は

記
念
事
業
と
し
て
動
画
を
制
作

中
で
す
。
こ
の
動
画
に
よ
り
、

更
な
る
情
報
発
信
に
努
め
、
魅

力
の
向
上
を
図
っ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

白田　竣也 君

　
　
　
　
幌
延
町
内
に
猫
や
犬

の
保
護
で
き
る
場
所
を
獣
医
師

答　
弁

質　
問

と
は
、
単
に
収
入
を
得
る
こ
と

だ
け
で
な
く
、
人
と
の
つ
な
が

り
、
や
り
が
い
を
得
て
、
自
分

の
居
場
所
を
作
る
た
め
に
も
重

要
で
す
。

　
す
べ
て
の
人
が
お
互
い
の
人

権
と
尊
厳
を
尊
重
し
合
え
る
社

会
の
実
現
に
向
け
て
、
魅
力
あ

る
町
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

清水　竜弥 君

　
　
　
　
幌
延
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン

タ
ー
だ
か
ら
こ
そ
見
ら
れ
る
サ

ロ
ベ
ツ
湿
原
の
花
を
宣
伝
し
た

ら
ど
う
で
し
ょ
う
か
。
そ
う
す

れ
ば
、
全
国
の
花
が
好
き
な
方

が
来
て
く
れ
る
と
思
い
ま
す
。

ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
に
は
、
い

ろ
い
ろ
な
動
植
物
の
解
説
が
あ

り
、
町
内
外
関
係
な
く
花
や
野

鳥
に
つ
い
て
学
べ
る
場
と
し
て

良
い
施
設
で
あ
る
た
め
、
も
っ

と
宣
伝
を
し
た
ら
良
い
と
考
え

質　
問
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最
後
ま
で
飼
育
可
能
か
を
し
っ

か
り
と
検
討
し
て
も
ら
え
る
よ

う
、
意
識
啓
発
に
努
め
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

鷹合　留華さん

　
　
　
　
ふ
る
さ
と
の
森
は
、

今
、
キ
ャ
ン
プ
場
と
し
て
利
用

さ
れ
て
い
ま
す
。
イ
ベ
ン
ト
が

あ
る
と
き
は
、
沢
山
の
方
々
が

訪
れ
ま
す
が
、
基
本
的
に
は
、

ま
ば
ら
な
印
象
で
す
。
そ
こ
で
、

キ
ャ
ン
プ
場
に
レ
ン
タ
ル
施
設

を
作
る
と
良
い
と
考
え
ま
し
た
。

レ
ン
タ
ル
施
設
を
設
置
す
る
こ

と
で
、
気
軽
に
キ
ャ
ン
プ
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
、
年
齢
層
も

広
が
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え

ま
す
。
同
時
に
、
グ
ラ
ン
ピ
ン

グ
施
設
の
設
置
も
良
い
案
だ
と

思
い
ま
す
。

　
イ
ベ
ン
ト
が
あ
る
と
き
、
観

光
客
の
方
で
キ
ャ
ン
プ
場
が
と

て
も
賑
わ
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
、

質　
問

人
が
集
ま
る
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト

を
、
他
市
町
村
と
協
力
し
て
行

う
の
も
、
集
客
に
効
果
が
あ
る

の
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。

　
　
　
　
キ
ャ
ン
プ
用
品
を
そ

の
場
で
借
り
る
こ
と
が
で
き
れ

ば
、
気
軽
に
キ
ャ
ン
プ
が
楽
し

め
る
と
思
い
ま
す
。
近
年
の
キ

ャ
ン
プ
ブ
ー
ム
も
あ
り
、
リ
ゾ

ー
ト
気
分
を
味
わ
え
る
グ
ラ
ン

ピ
ン
グ
は
、
町
に
賑
わ
い
を
も

た
ら
す
良
い
ア
イ
デ
ア
だ
と
私

も
思
い
ま
す
。
ま
た
、
他
市
町

村
と
協
力
し
て
イ
ベ
ン
ト
を
行

う
の
も
、
我
が
町
だ
け
に
目
を

向
け
る
の
で
は
な
く
、
そ
れ
ぞ

れ
の
町
を
拠
点
と
し
て
道
北
の

地
に
長
期
滞
在
で
き
る
よ
う
な

仕
掛
け
は
、
面
白
い
と
思
い
ま

す
。

　
よ
り
多
く
の
方
が
幌
延
へ
来

て
く
れ
る
、
ま
た
、
交
流
人
口

を
増
や
す
施
策
の
一
つ
と
し
て

参
考
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

答　
弁

用
者
が
安
全
に
使
え
る
と
判
断

で
き
る
場
合
に
は
、
再
利
用
す

る
こ
と
も
検
討
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
体
育
館
は
、
今

年
、
修
繕
し
、
塗
装
し
た
ば
か

り
で
す
の
で
、
継
続
し
て
地
域

開
放
等
で
活
用
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　
ふ
る
さ
と
の
森
森
林
公
園
は
、

現
在
の
老
朽
化
し
た
遊
具
を
維

持
し
な
が
ら
、
寺
本
さ
ん
の
意

見
も
参
考
に
し
つ
つ
、
よ
り
利

用
者
に
愛
さ
れ
る
公
園
に
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

富樫　蓮次 君

　
　
　
　
幌
延
町
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ

教
育
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
中
学
校
の
各
教
室
に

は
、
テ
レ
ビ
モ
ニ
タ
ー
が
配
置

さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
午
後
か
ら

は
、
教
室
に
、
西
日
が
射
し
こ

み
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
と
ス
ク

リ
ー
ン
で
は
、
と
て
も
見
づ
ら

質　
問

寺本　蓮 君

　
　
　
　
幌
延
町
の
遊
び
場
は
、

名
林
公
園
や
ふ
る
さ
と
の
森
が

あ
り
ま
す
が
、
遊
具
が
低
学
年

向
け
で
す
。
そ
の
た
め
、
小
学

校
中
、
高
学
年
と
中
学
生
、
高

校
生
が
遊
べ
る
よ
う
な
場
所
を

作
っ
て
欲
し
い
で
す
。

　
そ
こ
で
、
現
在
の
中
学
校
の

グ
ラ
ウ
ン
ド
や
体
育
館
を
利
用

し
て
、
旭
川
市
に
あ
る
カ
ム
イ

の
社
公
園
の
よ
う
な
公
園
を
作

れ
ば
い
い
の
で
は
と
考
え
ま
し

た
。

　
安
全
対
策
と
し
て
、
怪
我
を

予
防
す
る
接
地
面
の
素
材
、
ゴ

ム
マ
ッ
ト
、
人
工
芝
な
ど
を
使

う
こ
と
で
小
さ
い
子
で
も
危
険

な
遊
び
方
を
し
な
い
限
り
は
安

全
な
の
で
は
と
考
え
ま
し
た
。

中
学
校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
や
体
育

館
、
校
舎
を
ど
う
す
る
か
お
伺

い
し
ま
す
。

　
　
　
　
グ
ラ
ウ
ン
ド
は
、
利

質　
問

答　
弁

さ
ん
と
連
携
し
、
簡
易
的
な
動

物
病
院
や
猫
、
犬
と
触
れ
合
え

た
り
、
新
し
い
飼
い
主
さ
ん
と

の
出
会
い
が
で
き
る
よ
う
な
場

所
を
作
っ
た
り
す
る
と
良
い
と

思
い
ま
す
。
幌
延
町
内
に
新
た

な
施
設
を
作
る
に
あ
た
っ
て
、

ど
の
よ
う
な
考
え
を
持
っ
て
い

る
か
、
お
伺
い
し
ま
す
。

　
　
　
　
幌
延
町
内
の
犬
猫
の

保
護
は
大
切
な
活
動
で
あ
る
と

認
識
を
し
て
い
ま
す
が
、
施
設

の
維
持
管
理
や
餌
代
、
治
療
費
、

ス
タ
ッ
フ
の
人
件
費
な
ど
相
応

の
経
費
が
発
生
し
ま
す
の
で
、

現
状
で
は
、
町
が
主
体
と
な
っ

て
保
護
施
設
を
整
備
す
る
考
え

は
あ
り
ま
せ
ん
。
保
護
活
動
も

さ
る
事
な
が
ら
、
保
護
を
必
要

と
す
る
犬
猫
を
増
や
さ
な
い
こ

と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い

ま
す
。

　
無
責
任
な
飼
育
放
棄
が
な
い

よ
う
、
飼
う
前
に
未
来
の
こ
と

を
想
像
し
、
や
む
を
得
な
い
場

合
に
は
、
代
わ
り
に
飼
っ
て
く

れ
る
身
内
や
友
人
、
譲
渡
先
を

決
め
て
お
く
な
ど
、
現
実
的
に

答　
弁
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い
状
況
で
す
。
テ
レ
ビ
モ
ニ
タ

ー
で
あ
れ
ば
、
こ
の
問
題
は
解

消
さ
れ
、
他
の
地
域
の
学
校
と

の
情
報
交
流
や
学
習
の
視
野
が

広
が
る
と
思
い
ま
す
。
予
算
の

問
題
が
あ
る
の
で
あ
れ
ば
、
遮

光
カ
ー
テ
ン
を
設
置
す
る
こ
と

で
、
こ
の
問
題
の
解
決
に
つ
な

げ
て
ほ
し
い
で
す
。

　
　
　
　
現
在
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

タ
ー
は
、
機
器
の
経
年
劣
化
に

よ
っ
て
、
整
備
当
時
よ
り
も
見

づ
ら
く
な
っ
て
い
る
こ
と
を
確

認
し
て
お
り
ま
す
。
今
後
に
向

け
て
、
こ
れ
を
大
き
な
課
題
と

捉
え
て
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た

授
業
に
よ
り
、
児
童
生
徒
の
皆

さ
ん
の
学
習
意
欲
が
高
ま
る
よ

う
、
テ
レ
ビ
モ
ニ
タ
ー
等
の
環

境
整
備
を
検
討
し
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

西村　真歩さん

　
　
　
　
幌
延
町
で
は
、
酪
農

答　
弁

質　
問

業
の
借
入
金
利
息
や
農
用
地
等

の
賃
借
料
に
対
す
る
補
助
制
度

が
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
ら
は
、

新
規
就
農
者
に
対
す
る
支
援
で

あ
っ
て
、
既
に
就
農
し
て
い
る

と
こ
ろ
は
該
当
し
ま
せ
ん
。
そ

こ
で
、
既
に
就
農
し
て
い
る
人

に
も
機
械
や
ト
ラ
ク
タ
ー
の
導

入
、
更
新
に
対
す
る
補
助
を
し

て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。
他
町

に
は
な
い
支
援
を
す
る
こ
と
で
、

幌
延
町
で
酪
農
を
し
た
い
と
思

う
人
が
増
え
る
と
思
い
ま
す
。

補
助
金
に
関
し
て
の
町
長
の
考

え
を
お
伺
い
し
ま
す
。

　
　
　
　
幌
延
町
に
は
、
新
規

就
農
者
に
対
す
る
支
援
策
を
用

意
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
既
に

農
業
を
経
営
し
て
い
る
方
に
対

し
て
も
、
初
妊
牛
の
購
入
費
用

や
施
設
の
補
修
や
機
械
装
置
の

更
新
費
用
、
草
地
の
改
良
や
更

新
に
係
る
牧
草
種
子
の
購
入
費

用
に
対
す
る
補
助
制
度
な
ど
の

支
援
策
が
あ
り
、
酪
農
経
営
を

頑
張
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
町
と

し
て
も
応
援
し
て
い
ま
す
。
そ

の
他
、
酪
農
ヘ
ル
パ
ー
を
確
保

答　
弁

す
る
た
め
の
補
助
制
度
な
ど
、

様
々
な
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
あ
る
支
援
策
を
Ｐ
Ｒ
す
る
と

と
も
に
、
酪
農
家
の
皆
さ
ん
か

ら
意
見
を
聞
い
た
上
で
、
効
果

的
な
支
援
策
を
考
え
幌
延
町
の

酪
農
を
元
気
に
す
る
こ
と
が
で

き
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。橋本　爽花さん

　
　
　
　
幌
延
町
は
、
空
き
家

バ
ン
ク
対
策
を
や
っ
て
ま
す
が
、

こ
れ
か
ら
空
き
家
が
増
え
る
と

考
え
て
い
ま
す
。
空
き
家
バ
ン

ク
対
策
も
必
要
だ
と
思
い
ま
す

が
、
空
き
家
を
増
や
さ
な
い
対

策
も
必
要
と
思
い
ま
す
。
例
え

ば
、
空
き
家
に
な
り
そ
う
な
家

を
町
で
借
り
受
け
、
町
営
住
宅

と
し
て
貸
し
出
す
な
ど
の
方
法

が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
　
　
　
国
の
空
家
に
関
す
る

法
律
で
は
、
市
町
村
は
、
空
家

等
対
策
計
画
の
作
成
や
対
策
を

質　
問

答　
弁

日野　成美さん

　
　
　
　
３
年
後
、
中
学
校
の

体
育
館
と
校
舎
の
一
部
を
残
し

て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
見
る
と
、

校
舎
の
す
べ
て
が
危
険
区
域
に

掛
か
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い

の
で
、
掛
か
っ
て
い
な
い
部
分

だ
け
活
用
す
る
こ
と
は
可
能
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
社
会
福

祉
施
設
や
地
域
交
流
施
設
、
企

業
に
貸
す
こ
と
で
地
域
の
活
性

化
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
学
校
を

広
く
活
用
す
る
た
め
に
町
民
に

ア
ン
ケ
ー
ト
を
取
っ
て
ア
イ
デ

ア
を
募
集
し
て
み
て
は
ど
う
で

し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
現
在
の
中
学
校
は
、

校
地
の
一
部
が
、
土
砂
災
害
危

険
区
域
に
指
定
さ
れ
て
い
る
た

め
、
校
舎
を
継
続
し
て
利
用
す

る
こ
と
は
難
し
い
と
考
え
て
お

り
、
今
後
の
活
用
法
は
、
ま
だ

決
定
し
て
い
ま
せ
ん
。
校
舎
の

質　
問

答　
弁

適
切
に
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
幌
延
町

で
は
、
空
家
等
対
策
計
画
を
策

定
し
、
町
内
の
空
家
等
に
対
す

る
取
組
み
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

橋
本
さ
ん
が
考
え
る
と
お
り
、

空
き
家
を
発
生
さ
せ
な
い
こ
と

が
重
要
で
あ
り
ま
す
が
、
所
有

者
等
の
意
向
が
最
優
先
で
す
の

で
、
空
き
家
に
な
る
前
か
ら
所

有
者
等
に
対
し
て
の
意
識
啓
発

が
重
要
と
考
え
て
い
ま
す
。
相

続
に
よ
り
空
き
家
と
な
る
場
合

が
少
な
く
な
い
こ
と
か
ら
、
譲

渡
所
得
特
別
控
除
や
固
定
資
産

税
の
軽
減
特
例
等
に
つ
い
て
、

情
報
提
供
を
行
い
、
窓
口
相
談

等
の
体
制
を
整
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
町
内
の
空
き
家
情
報
等

を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
紹
介
し
て

い
て
、
空
き
地
９
件
、
空
き
家

８
件
の
契
約
が
成
立
し
て
い
ま

す
。
空
き
家
を
増
や
さ
ず
、
利

活
用
さ
れ
る
た
め
に
、
空
き
家

・
空
き
地
バ
ン
ク
の
一
層
の
利

用
促
進
を
図
る
ほ
か
、
町
へ
の

寄
附
制
度
等
の
検
討
を
進
め
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
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ー
シ
ョ
ン
の
費
用
補
助
な
ど
で

き
な
い
で
し
ょ
う
か
。
ほ
か
に

も
、
道
内
各
地
で
は
、
い
ろ
い

ろ
な
冬
の
イ
ベ
ン
ト
を
や
っ
て

い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
幌
延
町
で
も
、
冬

場
の
レ
ジ
ャ
ー
の
Ｐ
Ｒ
と
併
せ

て
、
短
期
で
入
居
し
て
も
ら
い
、

幌
延
町
に
住
ん
で
も
ら
う
こ
と

は
、
で
き
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
幌
延
町
が
、
休
暇
地
、

滞
在
地
と
し
て
選
ば
れ
る
た
め

に
は
、
門
田
さ
ん
が
考
え
た
と

お
り
、
町
の
魅
力
を
広
く
ア
ピ

ー
ル
す
る
こ
と
が
有
効
だ
と
私

も
考
え
ま
す
。
幌
延
の
豊
か
な

自
然
や
静
か
な
環
境
は
ア
ピ
ー

ル
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
と
考
え
ま

す
の
で
、
豊
富
町
と
連
携
し
、

滞
在
場
所
の
提
供
や
支
援
策
、

ま
た
、
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
の
企

画
な
ど
に
よ
り
楽
し
く
過
ご
せ

る
環
境
を
提
供
す
る
こ
と
が
で

き
れ
ば
、
町
が
賑
や
か
に
な
る

と
考
え
ま
す
。

　
現
状
で
は
、
移
住
促
進
政
策

と
し
て
、
移
住
促
進
住
宅
を
設

置
し
、
多
く
の
方
に
ワ
ー
ケ
ー

答　
弁

シ
ョ
ン
を
含
め
た
形
で
ご
利
用

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
移
住
体

験
し
た
方
に
話
を
聞
く
と
、
幌

延
は
道
北
地
域
の
中
心
に
位
置

し
て
お
り
、
幌
延
を
拠
点
と
し

て
、
活
動
し
や
す
い
と
い
う
メ

リ
ッ
ト
が
あ
る
そ
う
で
す
。

　
現
時
点
で
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
誘
致
や
費
用
補
助
な
ど
の
考

え
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
町
と
し

て
で
き
る
こ
と
を
引
き
続
き
検

討
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

解
体
に
は
、
多
額
の
費
用
が
掛

か
り
ま
す
の
で
、
活
用
で
き
る

も
の
は
再
利
用
す
る
と
い
う
視

点
は
と
て
も
大
切
だ
と
思
い
ま

す
。

　
今
後
、
校
舎
を
含
め
た
校
地

の
再
利
用
に
つ
い
て
、
安
全
に

使
え
る
か
ど
う
か
、
位
置
的
に

便
利
に
使
え
る
か
ど
う
か
等
を

考
慮
し
た
上
で
、
町
民
の
皆
さ

ん
の
声
を
聞
く
手
段
と
し
て
ア

ン
ケ
ー
ト
を
行
う
こ
と
も
含
め

て
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

門田　朱莉さん

　
　
　
　
幌
延
町
は
、
人
口
減

少
し
つ
つ
あ
る
の
で
、
幌
延
町

を
移
住
候
補
地
と
選
定
し
て
も

ら
う
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　
Ｐ
Ｒ
方
法
と
し
て
、
ワ
ー
ケ

ー
シ
ョ
ン
の
誘
致
が
あ
る
と
考

え
ま
す
。
宿
泊
費
の
補
助
や
町

営
住
宅
の
貸
し
出
し
、
ワ
ー
ケ

質　
問

　

ほ
ろ
の
べ
議
会
だ
よ
り
第

１
３
５
号
で
掲
載
し
た
記
事

の
一
部
に
誤
り
が
あ
り
ま
し

た
。

　

齋
賀
議
員
の
小
中
一
貫
校

に
関
す
る
質
問
の
答
弁
者
を

誤
っ
て
町
長
と
掲
載
し
て
し

ま
い
ま
し
た
。

　

正
し
く
は
教
育
長
の
答
弁

で
し
た
。

　

お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し

ま
す
。

お
詫
び
と
訂
正

傍聴に来た幌延小学校6年生の記念撮影
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幌
延
町
認
定
こ
ど
も
園

○
幼
稚
園
（
1
号
認
定
３
～
５
歳
児
）

　
定
員　
15
名

・
保
護
者
の
就
労
に
関
わ
ら
ず
、
３
歳
以

上
（
令
和
7
年
4
月
1
日
現
在
）
の
お

子
さ
ん
で
、
幼
児
教
育
を
希
望
す
る
方

が
対
象
で
す
。

・
教
育
標
準
時
間　
9
時
～
13
時　
（
8

時
30
分
か
ら
登
園
時
間
、
給
食
後
に
降

園
）

○
保
育
園
機
能

　
（
2
号
・
3
号
認
定
０
～
５
歳
児
）

　
定
員
70
名

・「
保
育
を
必
要
と
す
る
事
由
」
に
該
当

す
る
家
庭
の
お
子
さ
ん
が
対
象
で
す

（
２
号
・
３
号
認
定
）

（
１
）
就
労

（
2
）
妊
娠
・
出
産

（
3
）
保
護
者
の
疾
病
、
障
が
い

（
4
）
同
居
ま
た
は
長
期
入
院
な
ど
を
し

て
い
る
親
族
の
介
護
・
看
護

　
　
※
兄
弟
姉
妹
の
小
児
慢
性
疾
患
に
伴

う
看
護
な
ど
、
同
居
ま
た
は
長
期

入
院
・
入
所
し
て
い
る
親
族
の
常

時
の
介
護
、
看
護

（
5
）
災
害
復
旧

（
6
）
求
職
活
動
（
起
業
準
備

を
含
む
）

（
7
）
就
学
（
職
業
訓
練
等
に

お
け
る
職
業
訓
練
を
含

む
。）

（
8
）
虐
待
や
Ｄ
Ｖ
の
お
そ
れ

が
あ
る
こ
と
。

（
9
）
育
児
休
業
取
得
時
に
、

既
に
保
育
を
利
用
し
て
い

る
子
ど
も
が
い
て
継
続
利

用
が
必
要
で
あ
る
こ
と
。

（
10
）
そ
の
他
、
上
記
に
類
す

る
状
態
と
し
て
幌
延
町
が

認
め
る
場
合

　
○
保
育
時
間

保
育
標
準
時
間
認
定　

7
時
30

分
～
18
時
30
分
（
保
護
者
の

就
労
に
よ
り
、
最
大
11
時
間

利
用
可
能
）

保
育
短
時
間
認
定　

8
時
15
分

～
16
時
15
分
（
保
護
者
の
就

労
に
よ
り
、
最
大
8
時
間
利

用
可
能
）

休
園
日　

土
曜
日
・
日
曜
日
、

国
民
の
祝
日
、
年
末
年
始

○
入
園
ま
で
の
流
れ

（
1
）「
施
設
型
給
付
費
・
地
域

型
給
付
費
等
教
育
・
保
育

給
付
認
定（
教
育
・
保
育

　
認
定
こ
ど
も
園
・
問
寒
別
へ
き
地

保
育
所
で
は
、
令
和
７
年
度
の
入

園
児
を
令
和
７
年
２
月
3
日
か
ら

2
月
28
日
ま
で
の
期
間
で
募
集
い

た
し
ま
す
。

令
和
７
年
度　
園
児
募
集
に
つ
い
て

●幌延町認定こども園　利用者負担額等についてお知らせします●
① 3歳～5歳の保育料は令和元年10月から無償化となっています。

給食費および教材費は下記表のとおり保護者負担金があります。
保護者負担金（教育標準時間認定(1号認定））

各月初日の入所児童の属する世帯の階層区分 給食費月額 教材費
月額階層区分 定　　　　　　　　　　義 副食 主食

Ａ 生活保護世帯 0 0 0

Ｂ

Ａ階層を除き、当該年度分（4
月から8月までにあっては、
前年度分。以下同じ。）の町
民税非課税世帯(町民税所得
割非課税世帯含む)

ひとり親世帯等 0 0 0

ひとり親世帯等以外の世帯 0 0 0

Ｃ
1 Ａ階層を除き、当該年度分の

町民税課税世帯のうち調整後
所得割課税額が次の区分に該
当するもの

77,100円
未満

ひとり親世帯等 0 800 1,140
ひとり親世帯等以外の世帯 0 800 1,140

2 77,100円以上211,200円未満 4,100 800 1,140
3 211,200円以上 4,100 800 1,140

※就学援助（要保護または準要保護）世帯と同等世帯の子どもおよび第3子以降の子どもは主食費および教材費を全額免除。

保護者負担金（保育2号認定）
各月初日の入所児童の属する世帯の階層区分 保育標準時間・保育短時間

階層区分 定　　　　　　　　　　義 給食費月額 教材費
月額副食 主食

Ａ 生活保護世帯 0 0 0

Ｂ
Ａ階層を除き、当該年度分（4
月から8月までにあっては、
前年度分。以下同じ。）の町
民税非課税世帯

ひとり親世帯等 0 0 0

ひとり親世帯等以外の世帯 0 0 0

Ｃ

1

Ａ階層を除き、当該年度分の
町民税課税世帯のうち、調整
後所得割課税額が次の区分に
該当するもの

48,600円
未満

ひとり親世帯等 0 800 1,140
ひとり親世帯等以外の世帯 0 800 1,140

2
48,600円

以上
97,000円

未満

ひとり親世帯等で所得割課税額
77,10１円未満 0 800 1,140

上記以外で所得割課税額57,701円未満 0 800 1,140
上記以外の世帯 4,100 800 1,140

3 97,000円以上169,000円未満 4,100 800 1,140
4 169,000円以上301,000円未満 4,100 800 1,140
5 301,000円以上 4,100 800 1,140

※就学援助（要保護または準要保護）世帯と同等世帯の子どもおよび第3子以降の子どもは主食費および教材費を全額免除。
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給
付
認
定
変
更
）
申

請
書
兼
現
況
届
出
書
」

に
就
労
等
の
証
明
書

（
保
育
を
必
要
と
す
る

事
由
を
証
明
す
る
も

の
）
を
添
え
て
、
こ

ど
も
園
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

　
　
　
様
式
は
こ
ど
も
園
に

来
園
し
て
入
手
い
た

だ
く
か
、
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
Ｐ
Ｄ
Ｆ「
教

育
・
保
育
給
付
認
定
申

請
書
兼
現
況
届
出
書
」

を
印
刷
し
て
ご
使
用

く
だ
さ
い
。

（
2
）
保
育
の
必
要
性
や
必

要
量
の
審
査
、
利
用

者
負
担
額（
保
育
料
）

の
算
定
後
、
保
護
者

へ「
支
給
認
定
証
」
が

交
付
さ
れ
ま
す
。
併

せ
て
利
用
者
負
担
額
、

入
園
承
諾
書
な
ど
が

通
知
さ
れ
ま
す（
３
月

下
旬
予
定
）
。

（
3
）
４
月
の
入
園
ま
で
に
、

口
座
振
替
の
手
続
き

や
入
園
の
し
お
り
に

よ
り
園
生
活
に
必
要

な
物
を
揃
え
ま
し
ょ
う
。

　
③
時
間
外
保
育
（
延
長
保
育
）
、
一
時

預
か
り
保
育
等
の
特
別
保
育
料
金
に

つ
い
て

　
・
時
間
外
保
育
（
延
長
保
育
）
料
金　

15
分
ご
と
に
つ
き　
80
円

　
・
一
時
預
か
り
等
保
育
料
金

　
　
1
時
間
ご
と
に
つ
き　
３
０
０
円

問
寒
別
へ
き
地
保
育
所

定
　
　
員　
30
名

対
象
児
童

　
小
学
校
入
学
前
の
児
童
（
た
だ
し
、
2

歳
未
満
の
児
童
を
除
く
）

入
所
事
由

　
保
護
者
の
就
労
な
ど
に
よ
り
家
庭
で
保

育
で
き
な
い
場
合
。

　
３
歳
以
上
児
に
つ
い
て
は
集
団
生
活
の

経
験
を
さ
せ
た
い
な
ど
の
場
合

保
育
時
間　
月
曜
日
～
金
曜
日

　
（
8
時
00
分
～
15
時
30
分
）

　
※
延
長
を
希
望
さ
れ
る
方
は
17
時
15
分

ま
で

休
所
日

　
土
曜
日
、
日
曜
日
、
国
民
の
祝
日
、
年

末
年
始

入
所
申
込
み

　
様
式
は
問
寒
別
へ
き
地
保
育
所
に
来
所

し
て
入
手
い
た
だ
く
か
、
幌
延
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
Ｐ
Ｄ
Ｆ
（
へ
き
地
保
育
所
入

所
申
込
書
）
を
印
刷
し
て
ご
使
用
く
だ
さ

い
。
入
所
事
由
に
よ
り
就
労
な
ど
の
証
明

書
類
を
添
え
て
、
問
寒
別
へ
き
地
保
育
所

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
問
寒
別
へ
き
地
保
育
所
の
保
育
料
及
び

保
護
者
負
担
金
に
つ
い
て

　

3
歳
～
5
歳
の
保
育
料
は
令
和
元
年
10

月
か
ら
無
償
化
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
お
や
つ・
行
事
食
お
よ
び
教
材
費
は
下
記

表
の
と
お
り
保
護
者
負
担
金
が
あ
り
ま
す
。

　
3
歳
未
満
児
は
下
記
表
の
保
育
料
徴
収

基
準
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
認
定
こ
ど
も
園
、
問
寒
別
へ
き
地
保

育
所
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ
は
、

認
定
こ
ど
も
園
（
５
―
１
２
５
４
）

で
お
受
け
し
て
い
ま
す
。

②　3歳未満児の保育料は下記の利用者負担額徴収基準額表のとおりです。
利用者負担額徴収基準額表（保育3号認定）

各月初日の入所児童の属する世帯の階層区分 3歳未満児（3号給付）
徴収基準額（月額）円

階層区分 定　　　　　　　　　　義 保育標準時間 保育短時間
Ａ 生活保護世帯 0 0

Ｂ
Ａ階層を除き、当該年度分（4
月から8月までにあっては、
前年度分。以下同じ）の町民
税非課税世帯

ひとり親世帯等 0 0

ひとり親世帯等以外の世帯 0 0

Ｃ

1

Ａ階層を除き、当該年度分の
町民税課税世帯のうち、調整
後所得割課税額が次の区分に
該当するもの

48,600円
未満

ひとり親世帯等 5,350 5,290
ひとり親世帯等以外の世帯 11,700 11,580

2
48,600円

以上
97,000円

未満

ひとり親世帯等で所得割課税額
77,10１円未満 5,400 5,400

上記以外の世帯 18,000 17,760
3 97,000円以上169,000円未満 26,700 26,340
4 169,000円以上301,000円未満 36,600 36,060
5 301,000円以上 48,000 47,280

・C1階層～C3階層までの第2子以降は第1子の年齢に関わらず0円、C4階層～C5階層はこども園を
同時に利用する最年長から順に第2子は半額、第3子以降は0円

問寒別へき地保育所　保育料および保護者負担金額表
各月初日の保育を受ける子どもの属する世帯の階層区分 3歳未満児

保育料徴収
基準額

（月額）円

3歳以上児保護者負担金
（月額）円

階層区分 定　　　　　　義 おやつ・
行事食 教材費

Ａ 生活保護法による被保護世帯 0 0 0

Ｂ Ａ階層を除き、当該年度分（4月から8月までにあっては、
前年度分。以下同じ）の町民税非課税世帯 0 0 0

Ｃ

1

Ａ階層を除き、当該年度分の町民
税課税世帯のうち、調整後所得割
課税額が次の区分に該当するもの

48,600円未満 6,600 960 1,140

2 48,600円以上97,000
円未満 10,500 960 1,140

3 97,000円以上169,000
円未満 11,300 960 1,140

4 169,000円以上 12,900 960 1,140
・３歳未満児保育料は保育所を同時に利用する最年長から順に、２人目は基準額の半額、３人目以降は0円
・３歳以上児の保護者負担額は、同時に利用する年長から順に、第３子以降0円
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幌延中学校区小中一貫校の建設に向けたオープンハウスを実施（結果）
　教育委員会では、幌延中学校区小中一貫校建設工事基本設計の検討を進める中で、１１月１６日～２９日まで、町内５
箇所で、地域住民、教職員、児童生徒、保護者等を対象に、情報提供、意見・要望の把握等を目的としたオープンハウ
ス（パネル展示、意見箱設置）を実施し、町民の皆さんからたくさんのご意見等をいただきました。ありがとうござい
ました。類似の意見も多数ありましたので集約し、その一部を次のとおりお知らせします。

オープンハウス
で展示した左記
のパネルについ
ては、こちらの
二次元バーコー
ドからご覧いた
だけます。

＜主な内容＞　
01.基本設計テーマ
・関係者が学校視察に行かれて得た情報を広報誌等でお知らせして欲しいです。
02.実施方針
・特になし
03.配置計画
・地域の方の出入りが自由にできることで危険なことも増えると思うが、防犯対策をどのように考えているのか。
・地域の人たちと親密に交流とあるので、校舎周辺を住民のランニング、ウォーキングコースとして、ゴム材等で快

適に整備してほしいです。
04.平面計画
・幼児からあそべる室内遊具は入りますか？“幼い時から学校を知る”のにいかがでしょうか。（室内外遊具の充実）
・1年生～4年生教室には仕切りのドアは、オープンの良さもあるかと思いますが、学習に集中して取り組める環境

づくりをお願いしたいです。
・今後、子どもたちが減少すると言われている中、各学年のクラスを作ると、そのうち空き教室になってしまうので

は？　移動式の壁にするなど、今後、違う部屋としても使用できるように何か工夫を考えているのか。
・中庭は春～秋ずっとジメジメしてしまうのでは？地盤沈下も心配です。利用方法と冬場の除雪方法を知りたいです。
・放課後の学校利用として、習い事の充実も合わせて検討してほしいです。（書道、そろばん、英会話、学習塾な

ど）
・低学年側の棟も２階建てにして、１階に１・２年生教室、その上に３・４年生を教室を作った方が良い。
・冬期間の校舎の除雪作業を考えると、花壇をコンパクトにして、給食センター横の道路と児童生徒等出入口（玄

関）の駐車場をつなげて、車両が通れるようにしてはどうか。
・職員室から屋外の様子が見えない。子どもたちの様子を見守ったり、声掛けする上で、窓や出入口は必須。
・学年が増えること、小中で遊びの種類や範囲も異なるので、第１・第２体育館があっても良いと思う。
05.省エネルギー化
・夏の暑さと冬の寒さ対策について知りたい。（エアコンの設置や送風方法、電気ヒーター、蒸気ボイラー、床暖ほ

か）いずれにせよ、冷暖房設備のランニングコストがかかると先々の予算が大変なのでは？
・全体的に窓が大きいと明るくて景観は良いが、ガラスの面積が広すぎると夏は暑く冬は寒いのでは？　
・大階段スペースは広くて、吹き抜けで天井も高いので暖かくなるまで時間がかかり、省エネ化になるのか疑問。
・生涯学習センターも屋上に太陽光パネル、自然換気、自然採光を採用していると思うが、冬期間の除雪管理等を考

えると、屋上をフラットにして天井にLED照明を設置してはどうか。
・太陽光パネルは壁面に設置できるタイプのものがあれば検討してはどうか。
・南向きの教室は夏も冬もカーテンを閉めがち。サッシをつけるとか日差し対策の方が必要。
06.詳細イメージ
・遊び場になりそうな階段は危ないので普通でよい。
・みんなの壁は展示スペースでいいと思う。卒業記念を学校に飾るのは反対（持続不可能）。植樹にしては？
・校舎の木材化はいいと思います。ただ、湿度によって木のひび割れがおこりやすいので、工夫してください。
・職員室は個人情報を守る観点からオープンカウンターではなく、壁と一体の窓ガラスにして廊下と区切るべき。
・メディアライブラリーに、コンシェルジュを配置して町民も気軽に利用できるようにしてはどうか。
＜今後の動きについて＞
　今回いただいたご意見等を参考に、基本設計及び実施設計、建設工事等、令和10年度開校に向けて準備を進
めていきたいと考えております。町民の皆さんにおかれましては、引き続き、教育行政の推進にご理解ご協力
のほど、よろしくお願いいたします。

お問い合わせ先：教育委員会 総務学校係　電話：５-１１１7　告知端末機：５-８８１7
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医療費のお知らせ（医療費通知）について医療費のお知らせ（医療費通知）について
～国民健康保険・後期高齢者医療保険～

■ 「医療費のお知らせ」とは
　健康管理の重要性をより強く意識していただくため、対象期間に医療機関等を受診したすべての被
保険者の皆さまへ診療日数や医療費等を掲載した「医療費のお知らせ（医療費通知）」を、年２回、
ハガキで送付しています。
　国民健康保険【イメージ図】

診療年月 診療等を受けた方 医療機関等の名称 入外
区分 日数（回数） 医療機関等の

総額（円）
支払った

医療費の額
令和6年1月 国保　太郎 〇〇病院 外来 1  10,000  3,000
令和6年2月 国保　太郎 ××病院 調剤 1  5,000  1,500
令和6年3月 国保　太郎 △△病院 入院 3  50,000  15,000

　国民健康保険【イメージ図】

受診年月 受診を受けた
医療機関等 診療区分 日数 医療費の総額 自己負担額

食事療養・生活療養費
回数 費用額 標準負担額

令和6年1月 ○○病院 医科外来 1 18,000 1,800
令和6年2月 ××薬局 調剤 1 10,000 1,000
令和6年3月 △△病院 医科入院 5 202,000 20,200 15 11,490 5,400

◆医療費控除の申告について
　医療費控除の申告手続で医療費の明細書として使用することができます。医療費控除の申告に関す
ることは、役場住民生活課税務住民係（01632-5-1112）または稚内税務署（0162-33-1155）に
お問い合わせください。

◆発送予定月・対象診療月
　国民健康保険

送付月 診療月
令和７年１月（上旬） 令和6年１月～10月
令和７年２月（下旬） 令和6年１1月～１２月

　後期高齢者医療保険
送付月 診療月

令和７年１月（上旬） 令和6年１月～９月
令和７年２月（下旬） 令和6年１０月～１２月

お問い合わせ先
　【国民健康保険】
　住民生活課生活環境係
 　【住所】〒０９８-３２０７
 　　　　　宮園町1番地1

 　【電話】５-１１１２　【告知端末機】５-88１２

【後期高齢者医療保険】
北海道後期高齢者医療広域連合 
　【住所】〒０６０-００６２
　　　　　札幌市中央区南２条西１４丁目
　　　　　国保会館６階
   【電話】０１１-２９０-５６０１
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国立研究開発法人 日本原子力研究開発機構 幌延深地層研究センター
「地下の研究現場から」第55回－改めて、深地層研究センターとは？－

お問い合わせ先　国立研究開発法人日本原子力研究開発機構
　　幌延深地層研究センター：電話・告知端末機 5-2022  https://www.jaea.go.jp/04/horonobe/
　　ゆめ地創館：電話・告知端末機 5-2772  https://www.jaea.go.jp/04/horonobe/yumechisoukan/index.html

　幌延深地層研究センター（以下、センター）は、平成13年から幌延町で調査研究をスタートし、
今年でかれこれ24年もの間、町の皆さんにお世話になっています。初めは、今の国際交流施設の
場所に事務所を構え、従業員は20人程度でした。現在は、北進地区の研究所で約70人、地下施設
の工事現場で約80人が働いています。
　地下施設は、平成17年から掘削工事を始め、地下での
研究を進めながら、昨年9月に深さが500ｍに到達しまし
た。東京都庁のビルは「48階建、高さ240ｍ超」ですから、
その倍以上に深いトンネルを掘りました。現在も２本の
立坑（垂直方向の坑道）と、深度500ｍでの水平坑道の掘
削工事を進めています。令和7年度中に地下施設を完成
させ、更に本格的な研究を進めていきます。
　センターは「高レベル放射性廃棄物の地層処分技術の
研究開発」として、廃棄物処分の場所の選定調査や処分
場建設で使う、調査技術や工学技術などの研究を行って
います。このような研究を行う地下施設は世界でも珍しく、
アジア圏ではセンターのみです。地下施設は、平成26年
の深度350ｍ調査坑道公開以降、1万人を超える方々が地
下深くの坑道を見学されています。また、私（モグ太）
が住み着いている「ゆめ地創館」の見学者数は14万人超
となりました。センターの研究や目的などは、なかなか
なじみがなくわかりづらいものですが、実際に研究現場
や展示物を見ると理解が深まるといった感想を多くいただいています。
また、センターの研究成果は地層処分技術だけでなく、一般のトンネル工事や地下を調べること
にも貢献できるものも多くあり、各種学会発表や学術論文の発表、プレス発表を行っています。
ホームページでも研究成果や、最新の地下施設の様子を掲載していますので、是非ご覧ください。

　次回からは、隔月で、センターの研究内容だけでなく地下施設や職員の仕事の様子なども紹介
して、より親しみ・ご関心をいただけるような誌面にしていきたいと思います。
　本年も「安全第一」で工事・研究を進めます。何卒よろしくお願いいたします。

　新年　明けましておめでとうございます
　幌延町で最も目立たないゆるキャラと言われている「モグ太」です。
　主に「ゆめ地創館」の地下階の隅で活動していますので、あまり日が当たることは
ありません。
　本誌面では、これまで幌延深地層研究センターの研究などを紹介してきました。
今回は改めて、幌延深地層研究センターはどんな研究所なのか紹介します。モグ太くん

広報・調査等交付金事業

【東立坑深度500ｍ】

【深度500ｍ水平坑道】
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　皆さんこんにちは。集落支援担当の出口です。問寒別に住んで1年半が経過しました。
　12月8日に東京ビッグサイトで「JOIN移住・交流＆地域おこしフェア2024」が開
催され、協力隊募集のために出展しました。私は前回に続いて2度目の参加です。
　前日には「ふるさと回帰支援センター」にパンフレットを補充にいき、北海道の他
の地域の状況などをお聞きしました。
　フェア当日は8時に会場入りし、10時から勧誘スタートです。
　前回と比べて来場いただいた方の関心が明らかに高かったように思います。前回は
エントリーカードに「地域おこし協力隊に興味がある」と記入している方が少なかっ

たのですが、今回は半数以上の方が書かれていたように思います。「協力隊の仕事はどんな事をするの？」「冬
の車の運転は大丈夫？」「医療施設は近くにあるの？」「お店は近くにあるの？」「平日の生活圏内、休日の
生活圏内は？」「飛行機、バス、JRなどの交通は？」「学校・保育所の人数は？」「地元の方たちとうまくや
っていける？」など具体的な質問が多く、あらかじめ準備して
いた資料を元に丁寧に説明をしました。
　1人あたりの対応時間が長かったにも関わらず、昨年と同じ
くらいの方にお越しいただきました。また他のブースを見て参
考になる事もあり、次回以降改善できればと思いました。
　おためし地域おこし協力隊（随時募集）に、ひとりでも多く
の方が参加していただき、最終的に協力隊に応募いただけたら
大雪の中行った甲斐もあるのではないかと思います。
　終了後は東京にいる娘とおいしい中華料理を食べて楽しく過
ごしました。

協力隊おこし域地 通信
VOL.108

農業支援員　竹中知美隊員集落支援担当　出口　正美隊員

ピアノコンクール全国大会で見事 銀賞受賞
　幌延小学校４年の橋本英恵（はなえ）さんが、９月２２日（日）に札幌市で開催された、第１５回ヨー
ロッパ国際ピアノコンクールin Japan（主催：ヨーロッパ・ピアノ協会）地区本選の自由曲３・４
年生の部に出場し、2年ぶりとなる同全国大会への出場を果たしました。
　１１月３０日（土）に東京芸術センター・天空劇場（東京都）で開催された発表会本番では、湯山　昭
氏作曲の「お菓子の世界」より「バウムクーヘン」を演奏し、全国大会で、前回の成績（ディプロマ
賞）を上回る、銀賞を受賞されました。
　橋本さんは「目標にしていたキラキラの盾と、記念コンサートの出場権がもらえてうれしかったで
す。でも、理想の演奏を１回きりの本番で発表するにはもっと練習が必要だとも思いました。たくさ
ん練習して、３月の受賞者記念コンサートでは、楽しく演奏したいです。」とコメント。
　目標が達成できた喜びと、全国大会という大舞台の中で同年代の演奏を観て聴いて、また更に上位
入賞への意欲が高まったのではないでしょうか。
　今後の更なる活躍を期待しています。
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インフォメーション

　北海道開発局留萌開発建設部では、北海道縦貫自動車道（中川～天塩間）の道路

計画に関するアンケートを実施しています。昨年に引き続き今回の第２回アンケー

トでは、ルート検討にあたり重視すべき点や配慮すべき点についてお聞きしますので、

本アンケートにご協力いただきますよう、よろしくお願いいたします。

　各ご家庭に郵送されているアンケートはがきに記入いただき、切手を貼らずにポ

ストへ投函願います。また、イ

ンターネットでのご回答も可能

となっておりますので、下記の

QRコードよりご回答をお願い

します。

アンケート回答期限
令和７年１月３１日まで

開催月日 開催場所 初回更新者
講習(2時間)

優良運転者
講習(30分)

一般運転者
講習(1時間)

違反運転者
講習(2時間)

1月14日 (火) 天塩町社会福祉会館 10：00～ 13：00～ 13：45～ 15：00～

1月15日 (水) 幌延町消防署二階 18：30～

2月1日 (土) 豊富町定住支援センター「ふらっときた」 13：00～ 14：00～ 15：30～

2月4日 (火) 天塩町社会福祉会館 13：00～

2月8日 (土) 遠別町生涯学習センター「マナピィ21」 13：00～

3月4日 (火) 天塩町社会福祉会館 10：00～ 13：00～ 13：45～ 15：00～

１～３月の運転免許更新時講習のお知らせ

北海道縦貫自動車道アンケート調査へのご協力をお願いします

お問い合わせ先：留萌開発建設部道路計画課　電話：0164-42-4526
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インフォメーション

　排水設備工事責任技術者資格の有効期間は５年間であり、資格登録者は５年ごと

に資格登録更新の手続きをする必要があります。

　更新対象者には、資格登録更新実施案内および申込書などを後日郵送しますので、

定められた期間内に手続きを行ってください。

　なお、住所などが変更になっている対象者の方は、更新案内が届かない場合があ

りますので、速やかに変更手続きを行ってください。

【更新対象者】令和元年度に北海道排水設備工事責任技術者試験に合格した方または

資格登録更新手続きを行った方で、資格登録期間が令和７年３月31日で満了する資

格登録者。

【受付期間】令和７年１月８日（水）～ 15日（水）　午前8時30分～午後5時15分

　　　　　　※ 土・日曜日を除く

【更新方法】手続き終了後、更新用テキストを配付します。

【手 数 料】7,000円

　　　　　　※ 更新手数料（テキスト代込）および資格認定証交付等手数料

北海道排水設備工事責任技術者資格登録更新のお知らせ

お問い合わせ先：産業建設課 上下水道係　電話:5-1116　告知端末機:5-8816

除雪についてのお願い
　本格的な冬の到来となりました。これからしばらくの間は、雪と上手に付き合っていかなくてはな
りません。快適な冬の生活のために、除雪車が毎日活躍しています。
　除排雪作業へのご理解とご協力をお願いします。
○道路に雪を出さないでください。

　車道や歩道に雪を出してしまうと道路を狭くしたり、雪山ができたり、
交通事故や交通障害の原因となりますので、車道などへ雪を出さないよ
うご協力をお願いします。
○路上駐車はやめてください。

　路上駐車は除雪作業の妨げになりますので、路上駐車はしないでくだ
さい。
○除雪後に残ったご自宅の前の雪の処理はお願いします。

　除雪の際、玄関前などにどうしても雪が残ってしまいます。
　ご自宅の出入口の除雪は皆さんで行っていただくようご理解とご協力
をお願いします。

お問い合わせ先：産業建設課 建設係　電話 5-1116　告知端末機 5-8816
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　幌延町体育協会主催の
「第43回町内会対抗バレー
ボール大会」が幌延町総合
体育館にて開催され、各町
内会・連合町内会から5チ
ーム約75名が参加し、白熱
した戦いを繰り広げました。
各チーム互角の、熱き戦い
の末、第7町内会が見事優
勝を果たしました。

第43回 町内会対抗バレーボール大会

　幌延町産のアカエゾマツ
を使用したクリスマスツリ
ーに認定こども園にじ組の
皆さんが飾り付けをし、華
やかなクリスマスツリーが
完成しました。園児の皆さ
んは、たくさんの種類の飾
りに目を輝かせ、思い思い
に飾り付けを楽しんでいま
した。

１２月３日（火）

１２月４日（水）

認定こども園 園児による
役場庁舎クリスマスツリーの飾り付け

　役場庁舎前にて「イルミ
ネーション点灯式」が行わ
れました。
　カウントダウンの掛け声
とともに、イルミネーション
に光が灯ると、大きな歓声
があがりました。
　点灯後には、打ち上げ花
火やサンタさんから子ども
たちへプレゼントが手渡さ
れました。

イルミネーション点灯式

　問寒別へき地保育所に
て、「クリスマス会」が開催
されました。クリスマス会で
は、サンタさんからのプレ
ゼントやトナカイそりの体
験に保育所の皆さんは大
喜びしていました。

問寒別へき地保育所 クリスマス会

　金田心象書道美術館に
て「心象館音楽の夕べ」が
開催されました。第1部は
町民コンサートと題し、9組
の方々が、ヴァイオリンや
民謡、ピアノなどで、会場に
綺麗な音色や歌声を響か
せました。第2部では、北海
道歌旅座が登場し、フォー
クソングや北海道をテーマ
にしたオリジナル曲を披露
し、訪れた方々は素敵なひ
と時を過ごしました。

１２月１３日（金） 令和6年度 心象館音楽の夕べ

　認定こども園にて「クリ
スマス会」が開催されまし
た。クリスマス会では、サン
タさんからのプレゼントや
クリスマスソングに合わせ
てサンタさんと一緒にダン
スを踊り、楽しい時間を過
ごしました。

認定こども園 クリスマス会

まちの話題まちの話題

▶飾り付けをしてくれた認定こども園 にじ組の皆さん

▶イルミネーションの前で記念写真

１２月１７日（火）

１２月１９日（木）

１２月１日（日）

▶第1部「町民コンサート」 ▶第2部「北海道歌旅座 ザ・コンサート2024」

▶サンタさんとトナカイと記念写真

▶サンタさんと記念写真
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　幌延町体育協会主催の
「第43回町内会対抗バレー
ボール大会」が幌延町総合
体育館にて開催され、各町
内会・連合町内会から5チ
ーム約75名が参加し、白熱
した戦いを繰り広げました。
各チーム互角の、熱き戦い
の末、第7町内会が見事優
勝を果たしました。

第43回 町内会対抗バレーボール大会

　幌延町産のアカエゾマツ
を使用したクリスマスツリ
ーに認定こども園にじ組の
皆さんが飾り付けをし、華
やかなクリスマスツリーが
完成しました。園児の皆さ
んは、たくさんの種類の飾
りに目を輝かせ、思い思い
に飾り付けを楽しんでいま
した。

１２月３日（火）

１２月４日（水）

認定こども園 園児による
役場庁舎クリスマスツリーの飾り付け

　役場庁舎前にて「イルミ
ネーション点灯式」が行わ
れました。
　カウントダウンの掛け声
とともに、イルミネーション
に光が灯ると、大きな歓声
があがりました。
　点灯後には、打ち上げ花
火やサンタさんから子ども
たちへプレゼントが手渡さ
れました。

イルミネーション点灯式

　問寒別へき地保育所に
て、「クリスマス会」が開催
されました。クリスマス会で
は、サンタさんからのプレ
ゼントやトナカイそりの体
験に保育所の皆さんは大
喜びしていました。

問寒別へき地保育所 クリスマス会

　金田心象書道美術館に
て「心象館音楽の夕べ」が
開催されました。第1部は
町民コンサートと題し、9組
の方々が、ヴァイオリンや
民謡、ピアノなどで、会場に
綺麗な音色や歌声を響か
せました。第2部では、北海
道歌旅座が登場し、フォー
クソングや北海道をテーマ
にしたオリジナル曲を披露
し、訪れた方々は素敵なひ
と時を過ごしました。

１２月１３日（金） 令和6年度 心象館音楽の夕べ

　認定こども園にて「クリ
スマス会」が開催されまし
た。クリスマス会では、サン
タさんからのプレゼントや
クリスマスソングに合わせ
てサンタさんと一緒にダン
スを踊り、楽しい時間を過
ごしました。

認定こども園 クリスマス会

まちの話題まちの話題

▶飾り付けをしてくれた認定こども園 にじ組の皆さん

▶イルミネーションの前で記念写真

１２月１７日（火）

１２月１９日（木）

１２月１日（日）

▶第1部「町民コンサート」 ▶第2部「北海道歌旅座 ザ・コンサート2024」

▶サンタさんとトナカイと記念写真

▶サンタさんと記念写真
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ね ん き ん 通 信

お問い合わせ先：稚内年金事務所　電話 ０１６２-３3-7011
　　　　　　　　住民生活課 税務住民係　電話 5-1112　告知端末機 5-8812

新成人のみなさんへ　～２０歳からの年金手続き～
■公的年金制度とは
　公的年金の制度とは、老後の暮らしをはじめ、病気やけがで障害が残
ったときや一家の働き手が亡くなったときに、皆で暮らしを支え合うと
いう社会保険の考え方で作られた仕組みです。
　老後のための「老齢年金」のほか、若くても万が一の時には「障害年金」
や「遺族年金」が受け取れます。ただし、必要な手続きを行わず、保険
料を未納のまま放置するとこれらの年金が受け取れなくなる場合があり
ますので注意しましょう。

……………………………………………………………………………………………
■国民年金の加入について
　日本国内に居住している20歳以上60歳未満の方は、国民年金の被保険者（加入者）となります。
　20歳になってから概ね2週間以内に、日本年金機構から国民年金（第1号被保険者）に加入したことをお
知らせする「国民年金加入のお知らせ」と、「基礎年金番号通知書」、「国民年金保険料納付書」、「国民年金
の加入と保険料のご案内（パンフレット）」、「保険料の免除・納付猶予制度と学生納付特例制度の申請書」、「返
信用封筒」が送付されます。
　「基礎年金番号通知書」は、加入する年金制度の変更手続き（国民年金⇔厚生年金保険）や年金の請求手続
きなど一生をとおして使用しますので、大切に保管してください。

……………………………………………………………………………………………
■国民年金保険料の納付について
　「国民年金加入のお知らせ」に同封されている納付書で国民年金保険料（20歳の誕生日の前日が含まれる月
の分からの保険料）を納めてください。
　保険料は金融機関のほか、コンビニエンスストアでの納付、電子納付もできます。また、口座振替やクレ
ジット納付も可能です。

……………………………………………………………………………………………
■国民年金保険料の学生納付特例制度や免除・納付猶予制度について
　保険料を納めることが経済的に困難な場合に、国民年金保険料の学生納付特例制度や免除・納付猶予制度
があります。保険料を納められないときに、未納のまま放置していると、万が一の時に「障害年金」等が受
け取れなくなってしまいますので、必ずこれらの申請をしてください。
　なお、学生納付特例や免除・納付猶予の承認を受けた期間がある場合、保険料を全額納付した場合と比べ
て将来の年金額が低額となります。しかし、後から納付（追納）することにより、年金額を増やすことがで
きます。
※学生の方は免除・納付猶予制度をご利用いただけません。学生納付特例制度をご利用ください。

納付猶予制度は
広報誌7月号を
ご覧ください

⇨

保険料の納付方法は
広報誌4月号を
ご覧ください

⇨
学生納付特例は
広報誌5月号を
ご覧ください

⇨

各種年金制度は
広報誌10月号を
ご覧ください

⇨

｜ほろのべの窓｜｜ほろのべの窓｜20252025  １月号  …　24 …　24



ね ん き ん 通 信

町民くらしのカレンダー1月
期日 行　　　　事 時　間 場　　所

１ 水 元日

２ 木

３ 金

４ 土

５ 日
幌延町消防団幌延分団出初式

令和７年二十歳の集い

9：30～
（団員招集サ
イレン）
13：30～ 国際交流施設

６ 月 新年交礼会
御用始め

17:30～ 国際交流施設

７ 火

８ 水

朝活事業
わくわくひろば
低学年スキー教室
(兼１・２年生スキー教室)
心療内科・精神科

9：30～11：30
10：30～11：30
18：00～19：30

幌延小学校
子育て支援センター
東ケ丘スキー場

国保診療所

９ 木 朝活事業 9：30～11：30 幌延小学校

10 金
朝活事業
低学年スキー教室
(兼１・２年生スキー教室)
問寒別出張診療

9：30～11：30
18：00～19：30

幌延小学校
東ケ丘スキー場

問寒別国保診療所

11 土

幌延町消防団問寒別分団出初式

低学年スキー教室
(兼１・２年生スキー教室)

10：30～
（団員招集サ
イレン）
18：00～19：30 東ケ丘スキー場

12 日

13 月
第46回幌延町子ども会新
春かるた大会
成人の日

9：30～ 総合体育館 柔剣道場

14 火

15 水

親子リズム体操遊び
低学年スキー教室
(兼１・２年生スキー教室)

（予備日）
書初め会

10：30～11：30
18：00～19：30

①13：30～15：30
②18：30～20：30

子育て支援センター
東ケ丘スキー場

総合体育館 柔剣道場
総合体育館 柔剣道場

期日 行　　　　事 時　間 場　　所

16 木 はつらつ教室
すくすく健診

9：30～
13：00～

保健センター
保健センター

17 金
まちいちカフェ
読み聞かせ
ナイタースキー教室（一般）

9:45～
11：00～11：30
18：30～20：00

幌延町生涯学習センター
幌延町生涯学習センター
東ケ丘スキー場

18 土

19 日

20 月 すきっぷくらぶ
各小中学校始業式

10：00～11：00 子育て支援センター

21 火 もぐもぐスクール 10：00～ 保健センター

22 水

町内書き初め展（2/4まで）

わくわくひろば
ナイタースキー教室（小）
心療内科・精神科

10：00～18：00

10：30～11：30
18：30～20：00

国際交流施設
（ホワイエ）
子育て支援センター
東ケ丘スキー場
国保診療所

23 木 生きがい教室「新春演芸会」 13：30～15：30 国際交流施設

24 金 ナイタースキー教室（一般） 18：30～20：00 東ケ丘スキー場

25 土

26 日

27 月 親子サロン 10：30～11：30 子育て支援センター

28 火 おてがるクッキング 18：30～ 保健センター

29 水 すまいるママ
ナイタースキー教室（小）

11：00～
18：30～20：00

保健センター
東ケ丘スキー場

30 木 はつらつ教室 9：30～ 保健センター

31 金
まちいちカフェ
ナイタースキー教室（一般）
町内書き初め展表彰式

9:45～
18：30～20：00
18：00～19：30

保健センター
東ケ丘スキー場
国際交流施設

※　子育て支援の事業については告知端末機でご案内します。随
時ご確認ください。

◇
幌
延
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ

　（
寄
附
）

問
寒
別
カ
ラ
オ
ケ
愛
好
会

■
お
悔
み
申
し
上
げ
ま
す

野
嶽　
明
吉
さ　

　
ん（
71
歳
）字
幌
延

中
山　
明
夫
さ　

　
ん（
65
歳
）字
幌
延

戸
　
籍
　
の
　
窓
11月

ご
寄
付
あ
り
が
と
う

　
　
　  

ご
ざ
い
ま
す
11月
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この広報誌は、読みやすさに配慮したユニバーサルデザインフォントを採用しています。

広報へのご意見、ご要望をお寄せください

あ
し
た

つ
む

広報ほろのべの窓 1月号 令和７年1月
発行／幌延町

十
一
月
定
例
俳
句
会
作
品

　幌
延
ほ
お
ず
き
俳
句
会

小
春
日
の
白
寿
迎
え
し
秘
境
駅

小
春
日
や
草
地
に
集
う
鳥
の
群

斎
場
に
静
け
さ
戻
る
小
春
の
日

小
春
日
の
明
日
を
紡
ぎ
貞
雄
逝
く

（
追
悼
句
）

小
玉
　
利
治

富
樫
と
も
子

小
川
遼
太
郎

田
中
　
徹
男

■企画・編集／総務企画課 企画振興係　■印刷／株式会社須田製版
■幌延町ホームページアドレス／ https://www.town.horonobe.lg.jp

総務企画課 企画振興係
電話 ５―１１１４／告知端末機 ５―８８１４

この広報誌は、資源保護のため再生紙を利用しています。

男
女

合計
人　口

世帯数令和6年1１月末日現在  ※（  ）内は前月比

1,063
977

2,040

（-6）
（-3）
（-9）

1,179 世帯（-7）

ほ
ろ
の
べ
の

窓

ま ち の うご き

　
わ
が
国
固
有
の
領
土
で
あ
る

歯
舞
群
島
、
色
丹
島
、
国
後
島

及
び
択
捉
島
か
ら
な
る
北
方
４

島
の
早
期
返
還
の
実
現
は
、
道

民
は
も
と
よ
り
国
民
の
長
年
に

わ
た
る
悲
願
で
す
。

　「
日
魯
通
好
条
約
」
署
名
の

日
（
１
８
５
５
年
２
月
７
日
）

を
記
念
し
て
、２
月
７
日
を
『
北

方
領
土
の
日
』
と
定
め
、
北
海

道
で
は
、
１
月
21
日
か
ら
２
月

20
日
ま
で
を
「
北
方
領
土
の
日

特
別
啓
発
期
間
」
と
し
て
い
ま

す
。

　
町
で
も
こ
の
期
間
、
役
場
町

民
ホ
ー
ル
、
幌
延
町
生
涯
学
習

セ
ン
タ
ー
、
問
寒
別
生
涯
学
習

セ
ン
タ
ー
に
て
「
北
方
領
土
返

還
要
求
署
名
コ
ー
ナ
ー
」
を
設

置
し
ま
す
の
で
、
署
名
に
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

２
月
７
日
は

北
方
領
土
の
日

総
務
企
画
課

　
企
画
振
興
係

　
電
話
：
５-

１
１
１
４

お
問
い
合
わ
せ
先

  調理師の皆様へ！

お問い合わせ先
◎一般社団法人北海道全調理師会　電話：０１１-５１１-１３２６
◎北海道保健福祉部健康安全局地域保健課（健康づくり係）　電話：０１１-２３１-４１１１（内線２５-５２６）
◎北海道宗谷総合振興局保健環境部保健行政室企画総務課企画係（北海道稚内保健所）　電話：０１６２-３３-２９９０

○働いている調理師は「調理師従事者届」を出すことが調理
師法で義務付けられています。
☆届出が必要な方は、次のところで調理の業務に従事してい

る調理師です。
・寄宿舎、学校、病院、事業所、社会福祉施設、介護老人

保健施設、矯正施設、その他多数
　人に飲食物を調理して供与している施設
・飲食店営業、魚介類販売業、そうざい製造業、複合型そ

うざい製造業
☆届出用紙による届出

　令和６年12月31日現在の状況を書き込んで、令和７年
１月15日までに北海道全調理師会に届け出てください。

■
メ
リ
ー
ク
リ
ス
マ
ス
！
広
報
誌
１
月
号

は
12
月
25
日
、
ク
リ
ス
マ
ス
に
発
行
で
す
。

12
月
の
町
内
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
ま
ち
の
話

題
に
掲
載
の
と
お
り
ク
リ
ス
マ
ス
関
連
の

イ
ベ
ン
ト
が
盛
り
だ
く
さ
ん
で
し
た
ね
。
ど

の
イ
ベ
ン
ト
も
こ
ど
も
達
の
笑
顔
が
輝
い

て
い
ま
し
た
。
２
月
号
で
は
12
月
21
日
に

開
催
さ
れ
た
「
ト
ナ
カ
イ
ホ
ワ
イ
ト
フ
ェ

ス
タ
」
の
様
子
を
お
届
け
し
ま
す
。

■
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。今
年
度
も
広
報
誌「
ほ
ろ
の
べ
の
窓
」

を
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

４
月
に
は
広
報
誌
の
作
成
を
始
め
て
２
年

目
に
な
り
ま
す
の
で
、
今
年
度
も
学
校
行

事
や
地
域
イ
ベ
ン
ト
に
積
極
的
に
参
加
し
、

積
極
的
に
撮
影
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
ま
た
、
町
民
の
方
々
と
の
交

流
を
深
め
て
い
き
た
い
で
す
。

　
２
０
２
５
年
、
ど
ん
な
年
に
な
る
の
か

と
て
も
ワ
ク
ワ
ク
し
て
い
ま
す
。

　
皆
さ
ま
良
い
お
年
を
お
迎
え
く
だ
さ
い
。

☆インターネットでの届出も可能です。（届出入力期間　令
和７年１月１日～１月１５日）
次のウェブサイトアドレス（URL）もしくはQRコードか
らアクセスしてください。
　ウェブサイトアドレス（URL）または「令和６年度北海
道調理師就業届」で検索。
https://www.harp.lg.jp/SksJuminWeb/EntryForm?id=w1dHEEWL

　ＱＲコードから届出を行い、誤った情報で登録した（重
複して登録した）場合、届出者自身で訂正を行うことはで
きません。改めて正しい情報を入力し、登録してください。
　なお、登録後に、北海道保健福祉部健康安全局地域保
健課健康づくり係（011-231-4111（内線 25-526））へ
訂正箇所や重複登録について、ご連絡願います。


